
40

大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

古
紙
配
合
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

平
戸
市
役
所
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
25

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
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今月の若人

松野　拓也さん（31歳）
大島村

 まつの　　　  たくや

　　

第
二
フ
ェ
リ
ー
大
島
の
船
員
と
し
て
働
く
松
野
拓

也
さ
ん
。

　

松
野
さ
ん
は
、
猶
興
館
高
等
学
校
大
島
分
校
を
卒

業
し
、
大
阪
や
福
岡
で
働
い
た
後
、
大
島
村
に
帰
郷

し
、
昨
年
の
５
月
か
ら
現
在
の
職
場
で
働
い
て
い
ま

す
。
主
な
業
務
は
切
符
取
り
や
車
の
誘
導
、
事
務
で

す
。

　
「
も
と
も
と
海
の
上
で
働
く
仕
事
が
し
た
く
て
、

接
客
も
好
き
だ
っ
た
の
で
、
こ
の
仕
事
の
募
集
が

あ
っ
た
と
き
は
迷
わ
ず
応
募
し
ま
し
た
。
海
の
し
け

に
も
だ
い
ぶ
慣
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
ひ
ど
い
と

き
は
つ
ら
い
で
す
。
ま
た
、
車
の
台
数
が
多
い
時
は
、

載
せ
る
順
番
を
考
え
る
の
も
苦
労
し
ま
す
。
で
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
お
客
さ
ん
と
接
す
る
こ
と
が
で

き
て
、
い
ろ
ん
な
話
が
で
き
る
の
で
今
は
楽
し
い
で

す
ね
。
若
い
船
員
も
多
い
の
で
、
み
ん
な
で
助
け
合

い
な
が
ら
、
将
来
は
船
長
に
な
れ
る
よ
う
に
免
許
も

積
極
的
に
と
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
仕
事
以
外

に
も
、
地
元
の
青
年
団
に
入
っ
て
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
活
動
を
手
伝
っ
て
い
る
の
で
、
若
い
世
代
で

大
島
を
元
気
に
し
て
い
け
た
ら
い
い
で
す
ね
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。
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市内の３つの高校への進学率の推移（図２）
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て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

こ
の
ま
ま
生
徒
数
が
減
少
す
る

と
、
学
科
や
学
級
数
が
減
る
だ
け

で
は
な
く
、
将
来
的
に
は
統
合
や

廃
校
な
ど
の
可
能
性
も
で
て
き
ま

す
。
ま
た
、
学
科
が
少
な
く
な
れ

ば
、
職
業
選
択
の
幅
が
狭
く
な
り
、

子
ど
も
た
ち
の
将
来
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

高
校
は
、
た
だ
そ
こ
に
存
在
す

る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
長
年
愛
さ
れ
親
し
ま
れ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
多
く
は
３
校
の
卒
業
生
で

あ
り
、
母
校
へ
の
愛
着
は
人
一
倍

あ
る
と
思
い
ま
す
。
平
戸
市
の
未

来
の
た
め
に
も
、
３
校
は
存
在
し

続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

　

わ
が
国
の
人
口
は
、
平
成
17
年

を
境
に
減
少
傾
向
に
入
り
、
少
子

化
問
題
は
全
国
的
な
問
題
で
、
今

後
も
さ
ら
に
減
少
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
は
全
国

平
均
よ
り
も
少
子
化
の
ス
ピ
ー
ド

が
速
く
、
中
学
校
の
生
徒
数
も
10

年
前
に
は
１
，
４
１
４
人
だ
っ
た

の
が
、
昨
年
度
は
８
６
９
人
と
約

40
％
も
減
少
し
て
い
ま
す
。（
図

１
）

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
市
内

に
あ
る
３
つ
の
高
校
も
生
徒
の
確

保
に
は
苦
労
し
て
お
り
、
３
校
へ

の
進
学
率
は
こ
こ
数
年
60
％
前
後

を
推
移（
図
２
）し
て
い
ま
す
が
、

生
徒
数
は
必
然
的
に
減
少
し
て
い

て
、
定
員
割
れ
の
学
科
が
出
て
き

加
速
す
る
少
子
化
の
波

　　　　　　　　　　

本
市
は
さ
ら
に
顕
著
に

市内の中学校の生徒数の推移（図１）

平
戸
で
学
び

　
　
　

平
戸
で
育
つ

特　

集

　　

本
市
に
は
「
猶
興
館
高
等
学
校
」「
北
松
農
業
高
等
学
校
」

「
平
戸
高
等
学
校
」
と
、
３
つ
の
県
立
高
等
学
校
が
あ
る
。

　　

少
子
化
が
進
む
中
で
も
、
３
校
と
も
特
色
あ
る
教
育
目
標
を

掲
げ
、
生
徒
た
ち
は
夢
の
実
現
に
向
か
っ
て
充
実
し
た
学
生
生

活
を
送
っ
て
い
る
。

　　

今
月
号
で
は
、
市
内
の
３
校
を
紹
介
す
る
。

1,148 1,120　
1,097

1,015
980

869
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Interview

Hirado City Public Relations,2016.105

生徒の夢を先生たちがサポートしてくれます

高校で学んだことがすごく役立っています

平成20年度卒業

学校の雰囲気がよく、先生たちもフレンドリー

　　高校卒業後は就職すると決めていたので、オープンスクールのときに

就職に役立つ資格が取れると説明があった平戸高校を選択しました。

　　先生たちは生徒思いの熱心な人ばかりで、私も授業外の資格を取りた

いと先生に相談したら、放課後の補習に一緒に付き合ってくれて、その

おかげで資格を取ることができました。また、先輩たちも後輩の面倒見

がよく、後輩たちは先輩たちを慕っていて、いい関係ができていました。

　　平戸高校は、先生たちが一人一人に応じた指導をしながら、進学・

就職問わず自分の夢をサポートしてくれるので、おすすめですよ。

　　猶興館高校は、勉強ばかりしているイメージでしたが、実際入ってみ

たら、部活動やさまざまな行事も充実していて、勉強以外も打ち込める

環境が整っていました。もちろん勉強もすごく集中してできます。また、

生徒間も仲が良く、先生たちはいつも生徒のことをきちんと考えてくれて

ましたし、フレンドリーで相談しやすい雰囲気を作ってくれていました。

　　現在は、幼稚園のころから夢だった消防士として働いていますが、す

ごく充実していてやりがいを感じています。皆さんも、猶興館高校で夢を

かなえるために頑張ってみませんか。

平成25年度卒業

岩本みのり　さん　　（敷佐町出身）
大島小学校勤務

いわもと

平成26年度卒業

松尾　　勝平　さん　　（紐差町出身）
消防署中津良出張所勤務

３校の卒業生に聞く母校のいいところ！
市内には３校の卒業生が大勢活躍しています。今回は市内で働いている卒業生に

母校についてインタビューしてきました。

　　家が繁殖牛を飼っていて、将来は跡を継ぐと決めていたので迷わず北

松農業高校に進学しました。他の高校とは違い、農業以外にも福祉や

食品関係などいろんな専門的な学科があります。私は、農業科学科の

機械コースでしたが、実習の時は先輩たちから優しく教えてもらえました

し、先生たちは怖い時もありましたが、生徒たちのことをよく見ていて、

親切に指導してくれました。

　　現在の仕事に就いて、今になって高校で勉強したことが役に立ってい

ると感じます。北松農業高校で専門的なことを学んでみませんか。

魅
力
や
教
育
方
針
を
知
ら
ず
に
判

断
し
て
い
る
ケ
ー
ス
、
ま
た
イ

メ
ー
ジ
だ
け
で
判
断
し
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

遠
く
か
ら
聞
こ
え
る
部
活
動
の

元
気
の
よ
い
大
き
な
声
、
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
一
生
懸
命

頑
張
る
生
徒
の
姿
な
ど
、
今
当
た

り
前
に
あ
る
風
景
は
、
地
域
の
活

力
と
な
っ
て
地
域
を
明
る
く
元
気

に
し
て
い
ま
す
。
地
域
か
ら
子
ど

も
が
少
な
く
な
る
こ
と
は
非
常
に

寂
し
い
こ
と
で
す
。

　

平
戸
で
も
、
将
来
の
夢
の
実
現

に
向
け
て
頑
張
る
こ
と
が
で
き
る

高
校
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
３
校

の
特
色
、
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

　

市
内
に
は
平
戸
北
部
地
区
に

「
猶
興
館
高
校
」、
平
戸
中
部
地

区
に「
平
戸
高
校
」、
田
平
地
区

に「
北
松
農
業
高
校
」と
３
つ
の
高

校
が
あ
り
ま
す
。
３
校
は
、
そ
れ

ぞ
れ
特
色
あ
る
独
自
の
教
育
目
標

を
掲
げ
、
進
学
や
就
職
と
生
徒
の

夢
の
実
現
に
向
け
、
市
外
の
高
校

に
負
け
な
い
素
晴
ら
し
い
充
実
し

た
指
導
体
制
が
採
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
前
ペ
ー
ジ
図
２
の
と

お
り
約
40
％
の
生
徒
は
市
外
の
高

校
に
進
学
し
て
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

有
名
進
学
校
や
ス
ポ
ー
ツ
強
豪
校
、

工
業
系
や
水
産
系
な
ど
の
専
門
的

な
高
校
を
志
望
す
る
生
徒
は
市
外

の
高
校
に
行
く
こ
と
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
た
だ
、
３
校
の
詳
し
い

市
内
の
高
校
で
も

　　　　　　　　

将
来
の
夢
は
か
な
え
ら
れ
る

らしを見たり体験したりすることが

とても重要だ」と話していました。

　　３校の地域と密着した取り組み

もあり農業や漁業、加工業など

は若者が徐々に平戸に帰ってき

ていると聞いています。

　　目指す夢は人それぞれで限定

はできませんが、中学生には一

度市内の３校に目を向けてもらい

たいですね。市内外から多くの子

どもたちが平戸の高校で学び、

平戸を特別な場所として、心に

とどめてほしいと願っています。

　　市内の３校は、特色ある質の

高い教育環境が整っています。ま

た、各学校とも学問だけでなく、

地域と密着しながらボランティア

や職場体験などさまざまな活動を

行っています。以前、ある高校の

校長先生が「学校を卒業し、就

職したあと転職でふるさとに帰ろ

うと決意するには、地元に帰って

からの生活のイメージができるこ

とが大切である。そのためには、

高校生のとき実際に平戸に将来

性を感じさせるような、若者の暮

平戸を特別な場所としてとどめてほしい

平戸市教育長

小川　茂敏

まつお　　　　　　 しょうへい

森田　　泰成　さん　　（田平町出身）
長崎県肉用牛改良センター勤務

もりた　　　　　　　 やすなり

学猶興
館高
校

生

高校卒業後

平戸
高校

で迷わず北

北松農業高校

おがわ　　　　 しげとし

広報ひらど 平成28年10月号 4



夢や志の実現に向けて生徒、職員が一致団結

猶興館高等学校　校長　林田　亮
はやしだ　　　 りょう

は進路志望や部活動でも高く掲げています。一

人一人の思いを大切にし、夢や志の実現に向け

て具体的に努力すること、あきらめず

に継続することの大切さを指導していま

す。また、あいさつや掃除の徹底など

も教育の柱として大切にしています。

　　本校は、生徒、職員ともに明るく元

気があり、部活動や体育祭なども盛ん

な学校です。これからも地域の学校として地域

に貢献できるよう頑張っていきます。

　　本校は、県下で最も歴史のある伝統校です。

明治１３年の創立以来、県北の中心的な学校と

して、多くの有為な人材を輩出してき

ました。地域の拠点校として皆さんの

期待に応えられるような学校であるこ

とを目指して努力を続けています。

　　猶興館の頭文字をアルファベットで

表すと「ＹＫＫ」となります。それは『Ｙ＝

夢を、Ｋ＝必ず、Ｋ＝かなえる』と意味します。猶興

館の生徒は無限の可能性を持っており、夢や志

　
　

　

猶
興
館
高
校
は
、
松
浦
家
第

27
代
当
主
松
浦
詮
公
が
明
治
13

年
、
藩
士
な
ど
の
子
弟
教
育
と
郷

土
の
発
展
の
た
め
に
創
立
し
た
猶

興
書
院
が
始
ま
り
で
す
。

　

詮
公
は
校
名
の
猶
興
を
、
孟
子

の
教
え（
猶
興
出
典
）に
求
め
ま
し

た
。
猶
興
出
典
は「
豪
傑
の
士
の

気
風
で
あ
る
自
立
自
発
の
精
神
」

を
説
い
た
も
の
で
、
こ
れ
こ
そ
が

建
学
の
理
念
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
孟
子
の
教
え
を
胸
に
、
猶
興

館
高
校
の
生
徒
は
、
日
々
夢
の
実

現
に
向
け
て
自
己
研
鑽
を
積
ん
で

い
ま
す
。

　

県
内
屈
指
の
伝
統
校
と
し
て
１

３
６
年
の
歴
史
の
中
で
培
わ
れ
て

き
た
教
育
方
針
は
、
県
北
の
核
と

な
る
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ

く
り
に
努
め
、
徳
・
知
・
体
の
調

和
の
と
れ
た
社
会
に
有
為
な
人
間

形
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

広報ひらど 平成28年10月号 67

県
内
屈
指
の
伝
統
校

人　　数年　　度

生徒数の推移（図３）

581人

566人

547人

512人

487人

474人

459人

414人

361人

339人

平成19年度

平成20年度

平成21年度

平成22年度

平成23年度

平成24年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

を
生
徒
と
向
き
合
う
時
間
に
費
や

し
て
い
ま
す
。
生
徒
数
は
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
が（
図
３
）、

よ
り
充
実
し
た
学
校
生
活
が
送
れ

る
よ
う
、
毎
年
教
育
方
針
を
見
直

し
な
が
ら
質
の
高
い
指
導
が
で
き

る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　　

勉
強
ば
か
り
と
思
わ
れ
が
ち
で

す
が
、
部
活
動
に
も
力
を
入
れ
て

お
り
、
競
技
力
や
文
化
力
を
高
め
、

心
身
を
鍛
練
す
る
た
め
全
員
入
部

制
に
し
て
い
ま
す
。
運
動
部
13
、

文
化
部
８
の
計
21
団
体
が
あ
り
、

県
や
九
州
は
も
ち
ろ
ん
全
国
で
も

上
位
に
入
賞
す
る
部
も
出
て
き
て

い
ま
す
。

　　

１
学
級
当
た
り
の
生
徒
数
は
22

か
ら
35
人
と
少
人
数
で
、
大
規
模

校
の
学
級
と
比
較
す
る
と
一
人
一

人
に
対
し
て
き
め
細
や
か
な
手
厚

い
指
導
体
制
が
整
っ
て
い
る
こ
と

で
、
生
徒
の
夢
の
実
現
に
向
け
て

し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
先
生
た
ち
も
40
歳
以
下

が
約
７
割
と
若
い
先
生
が
多
く
、

ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
と
も
う
ま
く
バ

ラ
ン
ス
が
と
れ
、
理
想
的
な
指
導

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
若
い
先
生

た
ち
は
、
熱
意
と
体
力
が
あ
る
の

で
、
生
徒
に
と
こ
と
ん
向
き
合
い
、

学
習
指
導
は
も
ち
ろ
ん
、
放
課
後

や
休
日
の
部
活
動
指
導
に
至
る
ま

で
、
熱
心
に
そ
し
て
多
く
の
時
間

き
め
細
か
な
指
導
体
制

部
活
動
も
充
実

あ
き
ら

も
う
し

Hirado City Public Relations,2016.10



磨
か
れ
る
高
い
研
究
能
力

おいでよ、我が校へ！

一緒に思いでを作ろう

県
北
地
区
唯
一
の
理
数
科

 

　
　

理
数
系
大
学
へ
の
高
い
進
学
率
を
誇
る

一
体
と
な
っ
て
準
備
す
る
の
で
、
こ

の
期
間
が
、
１
年
間
の
中
で
一
番

盛
り
上
が
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
さ

ま
ざ
ま
な
行
事
を
通
し
て
、
ク
ラ

ス
の
団
結
が
強
ま
り
、
仲
間
と
の

絆
が
よ
り
一
層
深
ま
り
ま
す
。

　

勉
強
ば
か
り
で
な
く
、
さ
ま
ざ

ま
な
行
事
と
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
行

う
こ
と
で
、
生
徒
の
人
間
的
な
成

長
を
醸
成
し
て
い
ま
す
。

　

勉
強
以
外
に
も
、
生
徒
を
主
体

と
す
る
行
事
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

歓
迎
遠
足
や
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
、

猶
興
祭（
体
育
祭
・
文
化
祭
）、
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
が
あ
り
、
特

に
猶
興
祭
は
他
の
進
学
校
に
比
べ

て
時
間
を
か
け
て
生
徒
・
先
生
が

研
究
は
県
大
会
・
全
国
大
会
に
出

場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
理
数

科
が
開
設
さ
れ
て
13
年
の
間
に
、

全
国
大
会
で
２
度
の
最
優
秀
を
受

賞
す
る
な
ど
レ
ベ
ル
の
高
い
研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

３
年
間
の
活
動
を
通
し
て
、
理
数

系
学
部
へ
の
進
学
に
必
要
な
力
を

高
め
、
卒
業
生
の
多
く
が
大
学
へ

進
学
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
全
体
で
も
高
い
進
学
率
を

誇
り
、
毎
年
約
95
％
の
生
徒
が
大

学
、
短
大
お
よ
び
専
門
学
校
な
ど

に
進
学
し
て
い
ま
す
。
こ
の
傾
向

は
10
年
以
上
続
い
て
い
て
、
目
標

実
現
に
向
け
た
生
徒
自
ら
の
努
力
、

先
生
た
ち
の
熱
心
な
サ
ポ
ー
ト
が

相
ま
っ
て
、
高
い
進
学
率
と
な
っ

て
現
れ
て
い
ま
す
。

　

猶
興
館
高
校
は
、
普
通
科
と

理
数
科
の
２
学
科
あ
り
、
理
数
科

に
つ
い
て
は
県
北
地
区
の
学
校
で

唯
一
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

理
数
科
は
、
１
年
か
ら
３
年
ま

で
科
学
的
思
考
力
を
高
め
る
よ
う

な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

１
年
生
の
時
は
、
九
州
内
の
大
学

に
出
向
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
に

ふ
れ
、
最
先
端
の
技
術
を
体
験
し

ま
す
。
２
年
生
は
、
自
ら
課
題

テ
ー
マ
を
選
択
し
、
数
人
で
の
グ

ル
ー
プ
研
究
に
取
り
組
み
だ
し
、

実
験
や
現
地
調
査
を
地
道
に
積
み

重
ね
て
い
き
ま
す
。
３
年
生
に
な

る
と
、
こ
れ
ま
で
の
課
題
研
究
の

成
果
を
校
内
で
発
表
し
、
優
秀
な
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理数科２年生の課題研究の様子。自らの興味関心に基づいた課題

テーマを選択する。少人数のグループで行動し、自発的に研究に

取り組むことで、積極性や強調性、研究を進める力を養う。

　　猶興館高校は、勉強したい人に

はもってこいの環境です。しかし僕

みたいに「勉強ばかりだとちょっとつ

らいな」と思う人も大丈夫です。ク

ラスマッチや体育祭、猶興祭など

いろんな行事があり、クラスや学年

を超えて協力し合うので、大きな

達成感が得られます。

　　朝の補習や、勉強合宿など大変

なこともありますが、楽しく充実し

た学校生活が送れますよ。

立石　博信　さん
普通科　　１年

　　入学する前は、勉強ばかりのイ

メージでした。勉強も一生懸命頑

張っていますが、他の進学校と違

い行事も多く、勉強以外もたくさん

楽しめます。その他にも、市が実

施しているオランダとの交流事業に

猶興館も参加していて、私も交流

事業に参加しオランダに行ってきま

した。外語系の大学を希望してい

るので、貴重な経験ができました。

　　私たちと共に進学を目指しなが

ら、楽しい高校生活を送りましょう。

川上　智輝　さん
普通科　２年

生徒会活動の様子。猶興館は積極的な生

徒が多く、活発的な意見が飛び交う。生徒

会は26人と大所帯だ。

体育祭の３年生学級対抗による「スター誕

生」の様子。さまざまな行事を通して、生徒

の団結力や絆が深まる。

図書館は、図書委員手製の新刊や、おすす

め図書紹介コーナーも充実していて、 生徒が

集う楽しい場所となっている。

在校生が語る

猶興館高校の魅力

主な進学・就職先

長崎県警、日本郵便（株）、

平戸市役所、平戸市消防

本部、海上自衛隊など

就職先

九州大学、福岡教育大学、

長崎大学、熊本大学、大

分大学、佐賀大学、九州

工業大学、同志社大学、

近畿大学、福岡大学、西

南学院大学、中村学園大

学、長崎純心大学、長崎

外国語大学、長崎女子短

期大学、佐世保市立看護

専門学校など

進学先

仲
間
と
深
ま
る
絆

かわかみ　　　　　  ともき

たていし　　　　　 ひろのぶ



幅広い専門教育で、高い就職率

北松農業高等学校　校長　行成　啓介

人　　数年　　度

生徒数の推移（図４）

445人

456人

455人

460人

448人

443人

413人

394人

394人

360人

平成19年度

平成20年度

平成21年度

平成22年度

平成23年度

平成24年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

始まる地域との交流～」をスローガンに掲げ、地

域連携により一層力を入れています。ふるさと

納税とのコラボ事業や平戸黄ユリの保

護など産・官との協力、積極的なボラ

ンティア活動による地域貢献など、生

徒たちの学習成果と若さあふれるエネ

ルギー、そして「わくわく」させる学び

の楽しさや未来への期待感を地域に還

元しながら、皆さんと共にこれからのまちづくり

に貢献していきたいと思います。

　　本校は、県北地区唯一の農業高校として、

地域農業を支えるリーダーや、社会の即戦力と

なる人材の育成を中心に、幅広い専

門教育を行っています。我が校の教育

は多くの企業から評価され、就職はほ

ぼ１００％を継続、特に県内就職に強さ

を発揮しています。また、進学も農業

分野にとどまらず、看護系や保育系な

ど多岐にわたって進路実現を果たしています。

　　さらに、今年度は「夢の実現!! ～あいさつから

　
　

　

北
松
農
業
学
校
は
、
昭
和
20

年
の
戦
後
の
混
乱
期
に
、
県
内
で

２
番
目
の
農
業
高
校
と
し
て
誕
生

し
、
今
年
で
創
立
71
年
目
を
迎
え

ま
す
。

　
「
誠
実
・
自
主
・
実
践
」と
い

う
校
訓
の
下
、
高
等
普
通
教
育
と

農
業
・
家
庭
に
関
す
る
専
門
教
育

が
学
べ
、
道
徳
教
育
を
通
し
て
、

誠
実
な
人
間
性
と
自
然
を
大
切
に

す
る
心
を
培
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

我
が
国
お
よ
び
郷
土
の
発
展
に
貢

献
し
、
国
際
社
会
に
通
用
す
る
調

和
の
と
れ
た
人
間
育
成
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
入
学
生
か
ら「
生
物

生
産
科
」「
食
品
流
通
科
」「
生
活

科
学
科
」の
特
色
あ
る
３
学
科
体

制
と
な
り
、
新
た
な
北
松
農
業
高

校
と
し
て
、
さ
ら
に
魅
力
的
な
教

育
活
動
を
展
開
し
、
社
会
に
通
じ

る
人
材
を
育
て
て
い
ま
す
。
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さ
ら
に
魅
力
的
な
学
科

戦
力
と
し
て
特
に
県
内
企
業
へ
の

就
職
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

地
域
と
の
交
流
に
も
力
を
入
れ

て
取
り
組
ん
で
お
り
、
各
種
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
や
介
護
施
設
で
の

実
習
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨

年
か
ら「
ア
ニ
マ
ル
カ
レ
ッ
ジ
」と

題
し
市
内
の
小
学
生
を
招
き
、
生

徒
が
先
生
役
と
な
っ
て
各
種
動
物

と
の
ふ
れ
あ
い
や
、
ヒ
ツ
ジ
の
毛

刈
り
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え
な

ど
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

９
月
か
ら
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
始
動

す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　　

こ
れ
ま
で
創
立
以
来
約
１
万
人

以
上
が
卒
業
し
、
農
業
だ
け
で
な

く
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
の
他
の
高

校
に
比
べ
て
、
進
学
し
て
も
平
戸

に
戻
っ
て
く
る
割
合
が
高
く
、
地

元
で
も
多
く
の
卒
業
生
が
働
い
て

い
ま
す
。

　

農
業
高
校
の
授
業
は
普
通
校
と

違
い「
国
語
」や「
数
学
」な
ど
の

授
業
の
ほ
か
に
、
学
科
ご
と
に
専

門
の
先
生
た
ち
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
、
よ
り
特
色
の
あ
る
勉
強
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
就
職
に
役
立
つ
資
格
を

取
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
、
就
職

率
は
ほ
ぼ
１
０
０
％
と
高
く
、
即

高
い
就
職
率

地
域
に
も
貢
献

ゆきなり　　　　けいすけ



おいでよ、我が校へ！

一緒に思いでを作ろう

魅
力
あ
る
３
つ
の
学
科
で

　
　
　

基
礎
か
ら
応
用
ま
で
専
門
技
術
が
学
べ
る
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　　２年生から福祉看護コースで、介

護職員初任者研修を受けています。

来年は施設実習も始まるので、今、

しっかりと基礎知識を勉強しておこ

うと思います。

　　将来は、平戸で保育士になるの

が夢です。北松農業高校は実際の

施設に行ったり、校内でも体験し

ながら学ぶことが出来るので、体

を動かすことが好きな人におすすめ

です。

西澤奈都乃　さん
生活科学科　２年

　　将来、家族と一緒に和牛を育て

ていきたいという目標を持って北松

農業高校に入学しました。

　　動物科学コースを選んだので、

動物に関する学習や実習が増えて

楽しいです。

   農業の科目は教科書だけでなく、

実習で動物や植物の世話をしなが

ら学ぶことが出来ます。動物や植

物が好きな人は、生物生産科に来

てください。

増山　大貴　さん
農業科学科  ２年

農業科学科動物コースの３年生の実習の様子。おいしい肉として出

荷されるように愛情を持って育てている。この実習を通して「生命の

尊さ」についても学んでいる。

５月の連休時期に受粉したメロン。生徒たち

が大切に育てたメロンは７月に大きく実り、

収穫を行った。

全国でも数少ない女子チームの平板測量競

技。県下の農業高校でトップの成績を誇り、

全国一を目指す。

今月開催される「ねんりんピック長崎2016」

の開会式会場を装飾する花。当日にきれい

に咲くように心をこめて育てている。

在校生が語る

北松農業高校の魅力

将
来
役
立
つ
よ
う
に

飼
育
を
学
ん
で
お
り
、
農
業
高
校

の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
と
も
い
え
る「
長

崎
県
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
年
次

大
会
」で
は
、
平
成
27
年
に「
家

畜
審
査
競
技
」で
最
優
秀
を
獲
得

し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
牛
以
外
に
も
稲

や
野
菜
、
果
物
や
に
わ
と
り
が
産

ん
だ
卵
な
ど
、
多
く
の「
生
命
」

を
教
材
に
学
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
に
開
催
さ
れ
た「
全

国
和
牛
能
力
共
進
会
」で
、
長
崎

和
牛
が
日
本
一
と
な
っ
た
こ
と
で
、

長
崎
県
産
の
和
牛
が
全
国
か
ら
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

北
松
農
業
高
校
で
は
、
農
業
科

学
科
動
物
科
学
コ
ー
ス
の
２
・
３

年
生
が
授
業
を
通
し
て
、
和
牛
の

し
、
本
当
に
豊
か
な
生
活
を
考
え
、

形
に
し
て
い
く
学
習
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

３
学
科
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、

「
人
」に
優
し
い
知
識
や
技
術
を
学

ぶ
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら

の
長
い
人
生
を
生
き
抜
い
て
い
く

う
え
で
必
要
な「
人
生
の
礎
を
築

く
学
び
」を
展
開
し
、
先
生
た
ち

が
生
徒
一
人
一
人
に
き
ち
ん
と
向

き
合
い
、
手
厚
く
サ
ポ
ー
ト
す
る

だ
け
で
な
く
、
自
ら
の
力
で
自
然

の
恵
み
か
ら
学
び
と
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
指
導
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
域
を
学
習
の

フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
地
域
の
人
た
ち

と
の
積
極
的
な
交
流
を
通
し
て
、

ふ
る
さ
と
の
活
性
化
に
貢
献
で
き

る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
入
学
生
か
ら「
生
物

生
産
科
」「
食
品
流
通
科
」「
生
活

科
学
科
」の
３
学
科
に
な
り
、
基

礎
か
ら
応
用
ま
で
対
応
で
き
る
、

魅
力
あ
る
指
導
体
制
が
整
い
ま
し

た
。

　
「
生
物
生
産
科
」は
、
将
来
の

農
業
後
継
者
を
育
て
、
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
で
き
る
た

め
の
農
業
の
志
と
生
業
が
学
べ
る

学
科
で
す
。「
食
品
流
通
科
」は
、

食
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
育
成
を

目
指
し
、
農
作
物
の
生
産
・
食
品

の
製
造
か
ら
、
流
通
、
販
売
ま
で

「
食
」の
産
業
が
学
べ
ま
す
。「
生

活
科
学
科
」は
、
時
代
と
共
に
変

化
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
対
応

主な進学・就職先

山崎製パン（株）、敷島製パ

ン（株）、アリアケジャパン

（株）、松浦水産（株）、ニッ

チツ（株）、住商エアバック

システムズ（株）、長崎部品

（株）、青洲会病院、平戸商

工会議所など

就職先

長崎国際大学、長崎短期

大学、佐賀女子短期大学、

長崎県立農業大学校、佐

世保高等技術専門学校、

佐世保医師会看護専門学

校など

進学先

ますやま　　　　　　だいき

にしざわ　　　　　 なつの

生
命
に
学
ぶ



「本物の学びを追求する授業」を実践

平戸高等学校　校長　林田　誠一

ど多種多様です。就職は、トヨタ自動車（株）や

山崎製パン（株）などの大企業からも例年求人が

あり、今年の求人数は約7００社です。

　　今年度は「本物の学びを追求する授

業」づくりを教育活動の中心に置いて

います。机をコの字型に配置し、生徒

の聞き合い・学び合いの関係を作りま

す。「心を静かにし、隣の息づかいを

感じながら、分からないことをバネに、本物に迫

る」これからの平戸高校にご期待ください。

　　当校は平戸・松浦地区唯一の総合学科の学

校です。総合学科とは言わば「生き方を学ぶ」こ

とです。キャリア教育を通して自分の

生き方を探り、自分に合った系列や授

業を選択することで、自分の長所を伸

ばします。

　　昨年度の進路内定率は１００％でした。

一人一人の個性や適性に合わせ、て

いねいな指導を行い、希望を叶えるお手伝いを

しています。進学先は大学や短大、看護学校な

　
　

　

平
戸
高
校
は
、
昭
和
24
年
に
猶

興
館
高
校
の
定
時
制
分
校
と
し
て

紐
差
町
と
田
代
町
に
設
置
さ
れ
た

の
が
始
ま
り
で
、
昭
和
50
年
に
２

校
が
統
合
さ
れ
現
在
に
至
り
ま
す
。

　
「
地
域
に
根
ざ
し　

道
を
拓
く
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
生
徒
が
地
域

に
学
び
、
地
域
と
と
も
に
育
つ
こ

と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
今
年
度
は「
生
徒
の
安
心
・
安

全
の
確
保
」「
授
業
力
の
向
上
」

「
生
徒
数
の
確
保
」の
３
つ
を
特
に

重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た「
平
戸
高
校
フ
レ
ミ
ン
グ
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」の
理
念
の
下
、
授

業
力
の
ア
ッ
プ
を
学
校
全
体
の
方

針
と
し
て
強
化
す
る
よ
う
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通
し

て
、
社
会
に
有
為
な
人
間
と
し
て

明
る
く
た
く
ま
し
く
積
極
的
に
生

き
る
人
材
を
育
て
て
い
ま
す
。
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本
物
の
学
び
を
追
求

人　　数年　　度

生徒数の推移（図５）

273人

261人

252人

233人

199人

172人

148人

133人

128人

114人

平成19年度

平成20年度

平成21年度

平成22年度

平成23年度

平成24年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

図
っ
て
い
ま
す
。

　

生
徒
数
は
10
年
前
の
半
分
以
下

と
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が

（
図
５
）、
生
徒
と
先
生
が
一
つ
に

な
っ
て
魅
力
的
な
学
校
づ
く
り
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地
域
の

行
事
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で

は「
地
域
を
知
る
、
地
域
に
学
ぶ
、

地
域
を
支
え
る
」を
合
言
葉
に
、

地
域
に
出
向
い
て
海
岸
の
ご
み
拾

い
や
掃
除
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
、
ま
た
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
、
地
域
と
一
緒
に
な
っ
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　　

平
戸
高
校
で
は
、
９
月
か
ら
実

習
以
外
の
す
べ
て
の
授
業
で
、
全

国
で
も
珍
し
い「
コ
の
字
型
授
業
」

を
実
践
し
て
い
て
ま
す
。

　

東
京
大
学
名
誉
教
授
で
あ
る
佐

藤
学
先
生
が
考
案
し
た「
学
び
の

共
同
体
」の
理
念
と
方
法
論
を
も

と
に
、
今
ま
で
よ
う
に
生
徒
全
員

が
前
を
向
い
て
授
業
を
受
け
る
の

で
は
な
く
、
机
を
コ
の
字
に
配
置

し
、
ペ
ア
を
つ
く
り「
聞
き
あ
い
・

学
び
あ
い
」の
関
係
を
作
り
な
が

ら
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て
課
題
に
取

り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
先
生
た
ち

も
教
科
の
枠
を
超
え
て
授
業
研
究

会
を
定
期
的
に
行
な
い
、
チ
ー
ム

と
し
て
全
体
の
授
業
力
向
上
を

授
業
改
革
で
学
力
向
上
へ

地
域
と
一
緒
に
な
っ
て

はやしだ　　　せいいち



異
文
化
と
の
交
流
も

希
望
の
進
路
を
選
択

おいでよ、我が校へ！

一緒に思いでを作ろう

少
人
数
授
業
に
よ
る
き
め
細
や
か
な
指
導
で

　
　
　

生
徒
全
員
に
輝
け
る
チ
ャ
ン
ス
が
待
っ
て
い
るま

す
。
ま
た
、
感
情
豊
か
な
心
を

養
う
た
め
、
全
校
生
徒
で
俳
句
づ

く
り
も
行
っ
て
お
り
、
新
聞
社
に

も
投
稿
し
て
い
ま
す
。

　

国
際
交
流
に
も
力
を
入
れ
て
い

お
り
、
毎
年
タ
イ
か
ら
の
留
学
生

を
受
け
入
れ
た
り
、
市
内
の
団
体

が
受
け
入
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
の

高
校
生
と
交
流
し
た
り
と
、
国
際

感
覚
を
磨
い
て
い
ま
す
。　

　

部
活
動
や
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
も

盛
ん
で
、
サ
ッ
カ
ー
部
や
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
部
は
県
大
会
で
も
活
躍
し

て
い
ま
す
。
吹
奏
楽
部
は
、
市
内

の
イ
ベ
ン
ト
で
演
奏
し
た
り
、
世

界
的
指
揮
者
西
本
智
美
さ
ん
が

来
平
し
た
時
は
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー

で
演
奏
す
る
な
ど
、
活
躍
し
て
い

簿
記
、
会
計
な
ど
商
業
系
の
科
目

を
中
心
に
学
び
、
数
多
く
の
資
格

を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
福
祉
生
活
系
列
」で
は
、
器
材

が
充
実
し
た
施
設
で
、
社
会
福
祉

や
介
護
な
ど
福
祉
全
般
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
、
施
設
実
習
で
地
域
の

介
護
施
設
を
訪
問
し
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
目
指

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

授
業
や
実
習
に
つ
い
て
は
、
少

人
数
で
行
わ
れ
て
お
り
、
先
生
た

ち
も
生
徒
に
対
し
て
き
め
細
や
か

な
指
導
が
で
き
る
た
め
手
厚
い
サ

ポ
ー
ト
が
で
き
、
生
徒
全
員
に
輝

け
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
進
路
内
定
率
は
１
０
０
％

と
、
県
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を

誇
っ
て
い
ま
す
。

　

平
戸
高
校
は
、
県
内
で
も
８
校

し
か
な
い「
総
合
学
科
」の
学
校
で

す
。
２
年
生
に
な
る
と
自
分
の
進

路
に
合
っ
た
コ
ー
ス
を「
人
文
メ

デ
ィ
カ
ル
系
列
」「
情
報
ビ
ジ
ネ
ス

系
列
」「
福
祉
生
活
系
列
」の
３

コ
ー
ス
の
中
か
ら
選
択
し
ま
す
。

将
来
の
進
路
の
選
択
肢
が
広
が
る

の
が
特
徴
で
す
。

　
「
人
文
メ
デ
ィ
カ
ル
系
列
」で
は
、

授
業
以
外
で
も
補
習
や
学
習
会
を

積
極
的
に
行
い
、
大
学
や
短
大
、

専
門
学
校
な
ど
上
級
学
校
進
学
に

必
要
な
学
力
を
身
に
付
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。「
情
報
ビ
ジ
ネ
ス

系
列
」で
は
、
社
会
に
出
て
即
戦

力
に
な
れ
る
よ
う
、
パ
ソ
コ
ン
や
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福祉の実習風景。器材が充実した施設で実践的な実習ができる。

介護職員初任者研修ができ、福祉に関する職業への就職に有利と

なる。　　高校卒業後は就職しようと考え

ています。情報ビジネス系列では、

社会に出て即戦力になれるようパ

ソコンや電卓、簿記などを学ぶこと

ができ、資格も取得できます。ま

た、部活動では大好きな野球に打

ち込むことができます。

　　少人数ですが、多くの実戦経験

を積むことができ、学校行事など

はみんなで盛り上がります。毎日、

充実した高校生活を送っています。

近藤　拓馬　さん
情報ビジネス系列　　２年

　　平戸高校では、上級学校訪問や

企業見学、さまざまな職業の人を

招いての講義や体験ができるジョブ

ガイダンスなどがあります。自分の

将来について３年間で就職から進

学までの進路選択ができます。

　　私は看護師を目指しているので、

人文メディカル系列を選択しました。

少人数授業で生徒一人一人に対し

て指導してもらっています。平戸高

校で本当によかったと思っています。

山田　美咲　さん　　
人文メディカル系列　　３年

コの字型の授業風景。県内でも２校しか実

施していない授業形態。集中力アップと学

び合う姿勢を育む効果が期待できる。

子ども文化の授業風景。保育士を目指す生

徒向けの自由選択科目で、園で使用する人

形劇や絵本などについて製作・研究をする。

情報の授業風景。情報処理や簿記など多く

の資格が取得でき、就職の際には即戦力と

して活躍できる。

主な進学・就職先

在校生が語る

平戸高校の魅力

トヨタ自動車（株）、マツダ

（株）、ハウステンボス、山

崎製パン（株）、長崎県職

員教育事務、福岡県警、

神奈川県警など

就職先

長崎県立大学佐世保校･

シーボルト校、中村学園大

学、国士舘大学、中村学

園大学短期大学部、佐賀

女子短期大学、長崎女子

短期大学、長崎短期大学

佐世保市立看護学校、名

古屋市立中央看護学校など

進学先

こんどう　　　　　　　たくま

やまだ　　　　　　　みさき
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平戸で学び
　　　平戸で育つ

11_実習の様子②＝北／ 12_牛の餌やり＝北／ 13_女子バスケットボール部＝猶／ 14_吹奏楽部＝平／ 15_実習の様子③＝北／ 16_選択科目の

授業＝平／ 17_サッカー部＝平／ 18_課題研究①＝猶／ 19_空手道部＝猶／ 20_服飾の授業②＝平／ 21＿卓球部＝北／ 22＿課題研究②＝猶

１_実習の様子①＝北／２_体育祭の応援合戦①＝猶／３_授業の様子＝猶／４_服飾の授業①＝平／５_体育祭の応援合戦②＝猶／６_ソフト

テニス部＝平／７_授業の様子①＝北／８_授業の様子＝平／９_ダンス同好会＝猶／ 10_授業の様子②＝北

10９

８７６

５

21

222018 19

17

１ ４

２

３ 12

11

1615

13

14

猶＝猶興館高校　　北＝北松農業高校　　平＝平戸高校

て
感
じ
ら
れ
る
学
校
全
体
の
勢
い

で
し
た
。

　

少
子
化
が
進
む
中
、
高
校
の
生

徒
数
も
少
な
く
な
り
、
学
校
の
元

気
が
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
と

心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
取
材
当

日
学
校
に
入
っ
た
瞬
間
、
生
徒
か

ら
受
け
た
元
気
の
い
い
あ
い
さ
つ

で
心
配
も
吹
き
飛
び
ま
し
た
。
さ

ら
に
取
材
を
進
め
る
中
で
目
の
当

た
り
に
し
た
、
先
生
た
ち
の
生
徒

に
対
す
る
熱
い
思
い
、
そ
れ
に
応

え
よ
う
と
す
る
生
徒
の
ま
な
ざ
し

に
、
無
限
の
可
能
性
を
感
じ
ま
し

た
。

　

平
戸
の
高
校
は
、
３
校
と
も
少

人
数
制
の
授
業
を
行
な
い
、
大
規

模
校
で
は
経
験
で
き
な
い
き
め
細

や
か
な
指
導
体
制
が
整
え
ら
れ
て

い
ま
す
。「
平
戸
で
学
び
、
平
戸

で
育
つ
」現
在
の
高
校
生
の
よ
う

に
、
素
晴
ら
し
い
環
境
の
下
、
青

春
時
代
を
平
戸
の
高
校
で
謳
歌
し

ま
せ
ん
か
。
未
来
を
一
緒
に
創
造

す
る
人
材
を
待
っ
て
い
ま
す
。

　

３
校
は
こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
よ

う
に
、
独
自
の
特
色
あ
る
指
導
体

制
を
採
っ
て
お
り
、
３
校
と
も
生

徒
の
目
標
達
成
に
向
か
っ
て
、
学

校
全
体
が
一
致
団
結
し
て
い
ま
し

た
。
部
活
動
や
各
種
行
事
、
地

域
活
動
も
活
発
に
行
わ
れ
て
い
て
、

勉
強
以
外
の
活
動
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
戸
市
と
姉
妹
都
市
の

オ
ラ
ン
ダ
王
国
ノ
ー
ル
ト
ワ
イ
ケ

ル
ハ
ウ
ト
市
の
高
校
と
短
期
留
学

に
３
校
の
生
徒
が
一
緒
に
な
っ
て

参
加
し
、
お
互
い
の
国
の
高
校
生

を
交
互
に
派
遣
し
交
流
す
る
な
ど
、

国
際
的
な
視
野
を
持
つ
た
め
の
取

り
組
み
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

３
校
の
取
材
を
通
し
て
印
象
に

残
っ
た
の
が
、
生
徒
の
元
気
の
よ

さ
、
校
長
先
生
を
は
じ
め
と
す
る

先
生
た
ち
の
情
熱
、
そ
れ
に
よ
っ

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

無
限
の
可
能
性
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平戸中学校野球部

松園　大成くん（猶興館高校） 櫻木　悠生くん（北松農業高校）

第45回長崎県少年軟式野球選手権大会

第29回長崎マスターズ陸上競技
選手権大会（６０ｍ・２００ｍ部門）

第68回長崎県高等学校
総合体育大会相撲競技

第54回長崎県高等学校
音楽コンクール

優 勝

優　勝（無差別級） 金　賞(声楽部門）優　勝（35～39歳の部）　

江田　達朗さん（鏡川町）

猶興館高校吹奏楽部

優秀賞（ステージ発表）

第１８回中国・四国・九州地区理数科高等学校課題研究発表大会

優秀賞（ポスター発表）

猶興館高校理数科（村田・ブレイク・永田・依藤） 猶興館高校理数科（平松・糸永）

第61回長崎県吹奏楽コンクール

猶興館高校ダンス同好会　

全国高等学校ダンスドリル選手権大会2016
九州大会

準優勝（HIPHOP男女混成部門Small編成）　

金　賞（高等学校の部）

猶興館
ダブル受賞

「田平町釜田川水系のアブラボテの生態」 「ドクダミの薬用成分についての研究」

各種大会受賞・入賞おめでとうございます

第47回全国選抜
社会人相撲選手権大会

個人優勝（無差別級）

野口　清之さん（生月中教諭）

第25回全九州相撲選手権大会（個人準優勝）

団体準優勝（少年の部）

優　勝（組手小学生男子４年生の部）　

　　　山田空手道スポーツ少年団

破戸　崚佑さん（山田小学校４年）

全日本空手道連盟剛柔会第42回
全国空手道選手権大会

平成28年度
九州ブロック相撲競技大会

長崎県選抜チーム
（左）松園　大成くん（猶興館高校）

（右）吉永　英司くん（北松農業高校）

第55回全国教職員
相撲選手権大会

団体優勝　長崎県教職員チーム
　　　　　　　（田中・松永・野口・髙橋）

今年の夏も全国各地で猛暑日が続きました。そんな中、全国・九州などの大舞台で、
熱戦を繰り広げ、優秀な成績を収められた皆さんをご紹介します。

５連覇！

３年ぶり
２回目県勢初！

えだ　　たつろう まつぞの      たいせい さくらぎ　　ゆうせい

まつぞの　　  たいせい

のぐち　　　　きよゆき

はと　　　　  りょうすけ

よしなが　　　えいじ
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区　分 平戸市 国
176,700円
144,600円
ー

176,700円
144,600円
140,100円

大学卒
高校卒
高校卒

一般行政職

技能労務職

区　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

268,800円
224,450円

308,343円
276,200円

358,820円
324,450円

大学卒
高校卒

一　般
行政職

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
366,095円
363,100円
359,100円
369,100円
339,316円

322,200円
351,800円
346,200円
360,200円
265,200円

42.8歳
50.0歳
49.7歳
50.5歳
34.6歳

一般行政職
技能労務職
うち学校用務員
うち保育所調理員
消防職
【注】
❶「平均給料月額」とは、平成28年4月1日現在における各職種  
    ごとの職員の給料の平均です。             
❷「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、
　住居手当、時間外勤務手当などの諸手当の額を合計しており、
　地方公務員給与実態調査において明らかにされているものです。
❸類似団体のデータにつきましては、情報提供があり次第ホー
　ムページに掲載します。            

　

市
で
は
、
職
員
の
給
与
の
実
態
と
定
員
管
理
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
そ
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
職
員
の
給
与
は
、

民
間
の
給
与
水
準
を
基
に
し
た
人
事
院
勧
告
や
、
国
お
よ
び
県
な
ど
の
動
向
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
市
議
会
の
議
決
を
経
て
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　

掲
載
し
て
い
る
数
値
は
、
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
の
も
の
で
す
。

　

 　
　
　
　
　
　
　
　

■
お
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
人
事
班
（
☎
内
線
２
３
１
８
）

平戸市

職員の平均給与月額、初任給などの状況１職員の手当の状況２

特別職の給料などの状況４

職員数の状況３

③職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

②職員の初任給の状況

①職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況

平戸市

区　分 職員数 区　分 職員数

区　分

平戸市

国

給料月額など

区分

部門
職員数

H27    H28

20歳未満
20歳～ 23歳
24歳～ 27歳
28歳～ 31歳
32歳～ 35歳
36歳～ 39歳

40歳～ 43歳
44歳～ 47歳
48歳～ 51歳
52歳～ 55歳
56歳～ 59歳
60歳以上

（支給率）  
勤続20年 　
勤続25年  
勤続35年  
最高限度額  
その他の加算措置
　定年前早期退職特例措置（３～ 45％加算）
１人当たり平均支給額  18,575,843円　    20,442,279円

（支給率）　　　　　　　　
勤続20年　　　
勤続25年　　　　　　
勤続35年　　　　　　　
最高限度額　　　　　　
その他の加算措置
　定年前早期退職特例措置（3～ 45％加算）

平戸市 国
１人当たり平均支給額
【27年度】　1,502,365円
【27年度支給割合】
期末手当　　勤勉手当
 2.60月分　　 1.60月分

【加算措置の状況】
職制上の段階、職務の級
などによる加算措置
・役職加算　　５～ 15％

－

【27年度支給割合】
期末手当　　勤勉手当
 2.60月分　　 1.60月分
（1.45月分）　  （0.75月分）
【加算措置の状況】
職制上の段階、職務の級
などによる加算措置
・役職加算　　５～ 20％
・管理職加算　10～25％

4人
12人
42人
47人
60人
85人

86人
78人
57人
57人
51人
9人

588人

3.15月分（27年度支給割合）

3.15月分（27年度支給割合）

（算定方式）
給料月額×在職年数×600/100
給料月額×在職年数×360/100

（支給時期）　在任期間ごと

市　長
副市長
議　長
副議長
議　員
市　長
副市長
議　長
副議長
議　員

市　長
副市長

給　　料

報　　酬

期末手当

退職手当

一
般
行
政
部
門

議　　会
総　　務
税　　務
労　　働
農林水産
商　　工
土　　木
民　　生
衛　　生
小　　計

6
86
18
0
41
18
35
42
19
265
53
78
396
142
19
7
0
28
196
592

【715】

6
87
17
0
41
19
35
43
17
265
51
78
394
140
19
7
0
28
194
588

【715】

0
1

△1
0
0
1
0
1

△2
0

△2
0

△2
△2
0
0
0
0

△2
△4
【0】

業務増による増

職員調整による減

業務増による増

業務増による増

欠員・職員調整による減

欠員による減

　

医療技術者の減

教　　育
消　　防
小　　計
病　　院
水　　道
交　　通
下  水  道
そ  の  他
小　　計

公
営
企
業
等
会
計
部
門

普

通

会

計

部

門

合　　計

対前年

増減数
主な増減の理由

計

応募認定・定年

25.55625月分    
  34.5825月分
       49.59月分
       49.59月分

応募認定・定年

25.55625月分
  34.5825月分
       49.59月分
       49.59月分

自己都合
20.445月分
29.145月分
41.325月分
  49.59月分

自己都合
20.445月分
29.145月分
41.325月分
  49.59月分

①期末手当・勤勉手当

【注】（　）内は、再任用職員に係る支給割合です。

【注】❶職員数は、特別職を除く職員の数です。
         ❷【　】内の数字は、条例定数の合計です。

※（  ）の順位は県内13市での給料・報酬（一時的な減額措置は含
　みません）の順位。金額が高い順で設定しています。

②退職手当（平成28年4月1日現在）

【注】退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した全    
         職種に係る職員に支給された平均額です。

①年齢別職員構成の状況

②部門別職員数の状況と主な増減理由（平成28年4月1日現在）

市平戸市市市市平戸市市平平平平平戸戸市市平平平戸戸戸市市市平平平戸戸戸市市市

職
員
の
給
与
と
定
員
管
理

（ ９位/県内13市中）
（ ９位/県内13市中）
（ ９位/県内13市中）
（ ９位/県内13市中）
（ ９位/県内13市中）

809,000円
664,000円
415,000円
347,000円
326,000円

■過去５年の人件費（一般会計）

平成26年度

平成27年度

3,051百万円

3,090百万円

3,015百万円

平成23年度

平成24年度

3,313百万円

平成25年度

3,223百万円

 定員適正化計画の進捗状況５　

削減
総数H34H33H32H31H30

H29H28H27H26H25H24
削減見込数
職員数（計画）
職員数（実績）

削減見込数
職員数（計画）

△6
373
－

△72
－

△6
379
380

△11
338

△5
385
382

0
349

△10
390
389

△6
349

△10
400
399

△14
355

－
410
410

△4
369

（各年度4月1日現在）

※医療職員と消防職員を除いた職員数です。

※H25.7～H26.3まで給料
　減額を実施
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９

　8月24日から25日にかけて、市内の中学生を対
象とした「イングリッシュキャンプ」が実施されま
した。
　この事業は、今年度初めての取り組みで、子ども
たちが英語を使う活動をすることで、英語への関心
を深めるとともに、英語を学ぶ意欲を高めるために
行われました。
　市内各中学校から集まった40人の生徒たちは、
外国人の講師とともに1泊2日の生活の中で、英語
を使ったさまざまな体験を通し、英語の魅力を再認
識していました。

英語力を高めるため

　8月16から21日まで、中国福建省南安市で南
安市・台南市・平戸市による青少年卓球交流が行
われました。平戸市から中学生12人、コーチ1
人が南安市を訪問しました。
　昨年度平戸市で行われた1回目の卓球交流に続
き、今年度は台南市も加わり、2回目の卓球交流
になりました。南安市・台南市の選手を相手に、
平戸市の選手たちが活躍し、女子団体では５チー
ム中３位に入賞しました。現地では卓球のほか、
切り絵や人形劇など、中国の伝統文化に触れる新
しい体験をすることもできました。

８
16 卓球王国で青少年卓球交流

　ねんりんピック長崎2016の県内最後の炬火採
火式が春日町で行われました。　
　当初の予定では、丸尾山で行う予定でしたが、
強風のため急きょ場所を変更し春日地区の公民館
前で開催されました。 採火式では、春日町在住の
3世代家族の皆さんによる、マイギリ式といわれ
る古くからある火起こしにより、無事ランタンに
火を灯すことができました。 今回の炬火は、他の
県内２地区で採火された火と共に集火され、10
月15日（土）の総合開会式で炬火台に点火されま
す。

８
31 世界遺産候補地で採火式 支所と公民館を集約した大島村の交流拠点として

８
25

11

　平戸文化センター大ホール（剣道）と猶興館高校
柔道場（柔道）で「平成28年度平戸市防犯少年武道

大会」（平戸地区連合防犯協会・平戸警察署主催）

が開催されました。

　市内の小中学生が出場し、個人戦や団体戦が行

われました。日ごろの練習の成果を発揮するため、

習った技を一生懸命繰り出し、勝負に挑んでいま

した。

　白熱した試合が多く、会場に訪れた保護者も大

きな声援を送るなど、熱気に包まれ盛り上がって

いました。

一本技を追求
８
28

　生月町の舘浦宮の下広場で「ダンロップツーリ
ングステーション2016」が開催されました。
　このイベントは、ツーリングの目的地や途中の
立寄りポイントとして利用を増やしてもらおうと
全国で開催されており、長崎県では初めて行われ
ました。会場では、タイヤ試乗会や空気圧点検・
外観チェックが行われたほか、国内のトップライ
ダーである「トライアル国際スーパー A級」柴田
暁選手のデモンストレーションが行われ、世界レ
ベルの華麗な技に、皆さん驚きとともに大きな歓
声が上がっていました。

一流のライダーの技に驚愕

5

９
11

　田平町民センターで「第46回田平町子ども相撲
大会」が開催されました。

　台風の影響で、場所を田平町相撲場から町民セ

ンターに移して行われました。会場では、小学生

と中学生が参加し、地区対抗戦や、個人戦などの

白熱した取組に、訪れた観客の皆さんも大きな声

援を送っていました。

　また、幼児による「赤ちゃんの土俵入り」も行わ

れ、化粧まわしとはちまきを身につけて土俵に上

がり、泣きじゃくる子どもや堂々とした子どもた

ちの姿に、会場は笑顔と歓声に包まれていました。

立ち向かっていく姿に感動
９
４

　大島支所前広場で、大島支所・大島村公民館開
所式が開催されました。昭和40年に建設した大
島支所庁舎と昭和52年に建設した大島村離島開
発総合センターの耐震化対策や地元からの要望を
うけ、総工費約４億円をかけて支所と公民館の複
合施設として建設しました。
　開所式では、知事（代理県北振興局長）をはじ
め国会議員や県議会議員、市議会議員など多数出
席の下、テープカットや地元保育園児によるアト
ラクションなどを行いました。その後、内覧会も
行われ、真新しい設備などを見て回りました。

あきら



至平戸大橋至平戸大橋至平戸大橋

至生月大橋至生月大橋

至田助地区至田助地区

至生月大橋

至川内峠至川内峠至川内峠

至田助地区

魚の棚町魚の棚町

木引田町

10 月 25日 ( 火 )10 月 25日 ( 火 )
亀岡神社　亀岡神社　奉納踊り　午前 9時 00分奉納踊り　午前 9時 00分～
　　　　　　　　　御神幸　　午前 10時出発　　　　　　　　　御神幸　　午前 10時出発

10 月 25日 ( 火 )
亀岡神社　奉納踊り　午前 9時 00分～
　　　　　　　　　御神幸　　午前 10時出発

御神幸順路
　お上り
　お下り

10：10

10：20

10：35

10：40

10：50

11：00

11：30

11：50着
12：45発

13：40着
10：00発獅子舞（宮の町獅子舞保存会）

ジャ踊り（築地町ジャ踊り保存会）

なぎなた（天道流平戸なぎなた会）

※これ以外でも演舞披露する予定です。
※行程については、時間・場所の変更や天候によっ
　ては中止になる場合があります。演舞の行程は、
　10月 15 日の広報ひらどでお知らせします。
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平
戸
大
々
神
楽
奉
納

　
　

10
月
26
日
（
水
）
午
前
11
時
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

亀
岡
神
社

　

現
在
の
平
戸
神
楽（
国
指
定
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
）は
、
松
浦
家
29
代
鎮
信

（
天
祥
）の
時
代
に
、
壱
岐
出
身
の
国
学

者
橘
三
喜
が
、
全
国
各
地
の
一
の
宮
を
巡

拝
し
て
調
査
研
究
を
重
ね
、
24
番
に
お
よ

ぶ
平
戸
神
楽
を
完
成
さ
せ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
最
も
番
数
が
多
い
大
々
神
楽

は
、
秋
季
例
大
祭
で
奉
納
さ
れ
、
終
了
ま

で
７
〜
８
時
間
に
お
よ
び
ま
す
。

　

平
戸
神
楽
を
代
表
す
る
演
目
の「
二

剣
」は
、
真
剣
３
本
を
使
う
こ
と
か
ら
別

名「
三
本
舞
」と
も
呼
ば
れ
、
舞
手
の
技

術
力
・
体
力
・
集
中
力
が
求
め
ら
れ
る
最

も
難
し
い
演
目
で
あ
り「
二
剣
」の
舞
の

出
来
で
神
楽
全
体
の
完
成
度
が
決
ま
る
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

▼平戸神楽は、壱岐を除く旧平戸藩領内の
各神社の祭礼で舞われており、３本の真剣
を抜き放って舞う「二剣」の舞は圧巻です。

み
つ 

よ
し

11：20



10月16日（日）　9：40～10：00  歓迎アトラクション

　　　　　　  10：00～10：40  開始式

　　　　　　  11：00～16：10  予選リーグ

10月17日（月）　8：30～11：00  予選リーグ

　　　　　　  11：40～15：30  決勝トーナメント

　　　　　　  16：00～16：30  表彰式

渋滞緩和のため来場はシャトルバス利用を

無料シャトルバスのご案内無料シャトルバスのご案内無料シャトルバスのご案内バスのご案内無料シシャトルバルバ料シ無料シャトルバスのご案内無料シャトルバスのご案内無料シャトルバスのご案内無料シャトルバスのご案内

市代表チーム「ロマン平戸」出場選手

西　　順市さん（71歳）紐差町

下道　長吉さん（86歳）戸石川町

深浦美喜夫さん（76歳）田平町深月免

井元　秀信さん（75歳）田平町山内免

﨑本　ヌイ さん（76歳）戸石川町

樫山　久子さん（75歳）田平町大久保免

西　三枝子さん（72歳）紐差町

※予選リーグでは、和歌山県、東京都、広島市
　の代表チームと対戦します。

平戸市＜ゲートボール交流大会＞開催

と   き：10月16日（日）～17日（月）

ところ：市総合運動公園ライフカントリー

　　　多目的グラウンド
交流大会日程交流大会日程交流大会日程交流大会日程

✿がんばれ平戸チーム！！✿

　会場内では、健康づくりコーナー、おもてなしコー
ナー、物販コーナーも常設していますので、お気軽にご
来場ください。

■大島村ふるさとまつり

★とき

　　11月13日（日）

　　午前１０時～

★ところ

　　大島村離島開発総合

　　センター前広場

■平戸瀬戸市場「秋の収穫祭」

■HIRADODISCOVol.5 ■平戸くんち城下秋まつり

■光と食の祭典（荒天の場合中止あり）

平戸天然あら鍋まつり　11月１日（火）～12月30日（金）　市内の参画宿泊施設・飲食店

★とき

　　11月12日（土）・13日（日）

★ところ

　　平戸瀬戸市場前

   駐車場

■いきつき勇魚まつり

★とき

　　11月23日（水・祝）

　　午前10時～

★ところ

　　平戸市役所生月支所

　　前漁港用地広場

●ウォータープロジェクションマッピング
    ★とき　 　10月22日（土）～ 24日（月）

　　　　　　　　　  午後６時１５分～

　　★ところ  平戸港交流広場

●食フェスタ
　　★とき　　  10月22日（土）～ 24日（月）

　　　　　　　　　 　午後６時～午後９時

　　★ところ 　平戸港交流広場

●ハロウィンナイト
　　★とき　　　10月31日（月）

             　　午後７時～

　 ★ところ　　平戸城

　 ★入場料　800円（要予約）提供　一般社団法人夜景観光コンベンション・ビューロー

　ねんりんピック開催に伴い16・17日の両日、赤

坂交差点付近は混雑し、朝夕は渋滞も予測されます。

赤坂交差点と川内峠登山道までの間は、通行抑制を

実施します。可能な限り赤坂交差点の迂回をお願い

します。また、ライフカントリー多目的グラウンド駐

車場には、選手・監督・関係者以外の駐車はできま

せん。

　ゲートボール会場と臨時駐車場、交流広場・新町

バス停間は、概ね20分間隔で運行する無料シャトル

バスをご利用ください。

●シャトルバス停車地

●

●
●

●
●

●

新町バス停

猶興館高校
駐車場

市役所第2駐車場

広報ひらど 平成28年10月号 28Hirado City Public Relations,2016.1029



こ
ち
ら
は「
市
民
総
合
相
談
室
」市
民
総
合
相
談
室
の
コ
ラ
ム
を
お
届
け
し
ま
す

▼消費生活相談・市民相談・行政相談についてのお問い合わせ　市民課市民総合相談室（☎内線2530）

ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
に
つ
い
て

　 　

今
年
７
月
下
旬
か
ら
始
ま
っ
た「
ポ

ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
」配
信
を
心
待
ち
に
し
て

い
た
ユ
ー
ザ
ー
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
配
信
が
始
ま
っ
て
２
カ
月
ほ
ど
が

経
ち
ま
す
が
、
少
し
ず
つ
事
故
や
ト
ラ

ブ
ル
が
世
界
中
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

□
ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
と
は

　

２
０
１
６
年
７
月
６
日
ア
メ
リ
カ
・

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
で
先
行
配
信
と
な
っ
た
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
用
仮
想
現
実
モ
バ
イ
ル
ゲ
ー
ム

で
す
。
ス
マ
ホ
を
街
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら

に
か
ざ
し
、
ポ
ケ
モ
ン
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
探
し
捕
ま
え
、
集
め
た
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
で
対
戦
し
た
り
す
る
こ
と
が
可

能
な
ゲ
ー
ム
で
す
。

□
国
内
で
発
生
し
て
い
る
事
故
や
問
題

・
愛
知
県
内
で
自
動
車
の
運
転
中
に
ポ

　

ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
を
し
て
い
た
20
代
の
男

　

性
が
25
歳
の
女
性
を
ひ
い
て
死
亡
さ

　

せ
る
事
故
が
発
生
。

・
徳
島
市
内
で
自
動
車

　

の
運
転
中
に
ポ
ケ
モ

　

ン
Ｇ
Ｏ
を
し
て
い
た

　

39
歳
の
男
性
が
横
断

　

歩
道
を
渡
っ
て
い
た
70
代
と
60
代
の

　

女
性
２
人
を
は
ね
、
70
代
の
女
性
が

　

死
亡
、
60
代
の
女
性
は
重
傷
と
な
っ

　

た
。

・
東
京
渋
谷
で
20
代
の
女
性
が
ポ
ケ
モ

　

ン
を
見
つ
け
捕
獲
し
よ
う
と
ス
マ
ホ

　

を
向
け
た
と
こ
ろ
近
く
に
い
た
男
性

　

が
自
分
を
撮
影
し
た
と
し
て
女
性
の

　

腕
を
つ
か
み
画
像
を
消
す
よ
う
要
求

　

し
警
察
に
逮
捕
さ
れ
る
事
態
に
。

・
ポ
ケ
モ
ン
を
求
め
て
夢
中
に
な
る
う

　

ち
に
、
立
ち
入
り
禁
止

　

区
域
に
侵
入
し
警
察

　

が
出
動
す
る
事
態
に
。

　　

プ
レ
イ
す
る
人
は
、
ス
マ
ホ
の
カ
メ

ラ
部
分
を
自
分
の
進
行
方
向
な
ど
に
向

け
る
こ
と
も
多
く
、
珍
し
い
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
見
つ
け
た
人
は「
捕
獲
」す
る

前
に
、
背
景
の
現
実
画
面
と
と
も
に
ス

ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
で
保
存
す
る
こ
と

も
あ
り
、
は
た
か
ら
見
た
ら
写
真
を
撮

影
し
た
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。
た
ま
た

ま
カ
メ
ラ
を
向
け
ら
れ
た
人
の
中
に
は
、

驚
い
た
り
不
愉
快
に
思
っ
た
り
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
捕

獲
す
る
楽
し
み
が
あ
る
一
方「
使
用
方

法
」や「
節
度
」を
守
ら
な
い
と
、
と
ん

で
も
な
い
ト
ラ
ブ
ル
へ
と
発
展
し
ま
す
。

From Holland with love

国際交流員  シンゴディクローモ・ヴァージル・ルシノア
（オランダ王国フレヴォラント州アルメレ出身）

vol.01

　初めてのボトルメールで自己紹介をします。オランダから来た、シンゴディ

クローモ・ヴァージルと言います。28歳で、趣味はサッカーとカラオケです。

このコーナーでは私が、日本に来て驚いたことなどについて書きたいと思いま

す。今回のテーマは「お弁当」です。日本のお弁当は豊かで、中仕切りがあって、

主食とおかずがきれいに分けて、まるでレストランのフルコースです。それに、

アニメのキャラクターなどの形をしたキャラ弁もあります。

　これに比べて、オランダのお弁当はとても地味です。オランダのお弁当箱は

「Broodtrommel」と言って、日本語で「パン箱」と言う意味です。オランダ人は、

昼食ではほぼパンを食べるので、弁当箱自体が「パン箱」になったのでしょう。

ずっと昼食でパンを食べてきた私は、日本のお弁当が毎日楽しみです。これか

らいろいろな種類のお弁当を食べてみたいと思います。今回のボトルメールは

これで終わります。次回のボトルメールを楽しみにしてください！　

～日本のお弁当はフルコース～

オランダからの

　ボトルメール
　　

アルメレ
アムステルダム

オランダの弁当箱

ボトルメールとは・・・
　自分の思いや考え方を手紙などに書いて
瓶に封じて、海や川などに流すことで、日本
語では「瓶詰めの手紙」・「瓶入りの手紙」な
どとも言われています。

田平町中央公民館図書室 ☎57‐0207

大島村公民館図書室 ☎55‐2985

南部公民館図書室 ☎27‐0047

生月支所図書室 ☎53‐2111

■図書館ホームページ■
◎パソコンから　URL http://www.hirado-lib.jp
◎携帯電話から　携帯電話のバーコードリーダーで
　右のＱＲコードを読み込んでアクセスできます。

■おはなし会／毎週日曜日　午後２時～　おはなしのへや

■赤ちゃんおはなし会／ 12日　　午前10時30分～
　　　　　　　　　　　おはなしのへや

■「みんなdeシネマ」『すばらしき哉、人生！』（アメリカ：130分
　第４回（1947年）ゴールデングローブ賞監督賞）／８日　 ・
　27日　　午後２時～　未来創造館COLAS平戸ホール

■ライブラリーコンサート／ 29日　　午後７時～  平戸図書館
　今月は、仁位正子氏、山川俊子氏、続宗一美氏、有川夏代
　氏らによるピアノ、フルート、オカリナのコンサートです。

～図書館からのお知らせ～

このほかにもたくさんの
新着図書があります！！

■おはなし会／毎週土曜日　午後２時～
　　　　　　　市ふれあいセンター児童室

平戸図書館 ☎22‐4017

●10月の主なもよおし●

●10月の主なもよおし●

永田記念図書館 ☎28‐0128

◎休館日／４日　、11日　、18日　、25日　、30日　

水

土

土

木

日火 火 火 火

　瞬間湯沸器だった父に罵倒される
こと何千回。理屈より感情が先立ち、
わがままで、妻や子どもには絶対的
な存在だった。娘・佐和子が、強父
語録とともに父との62年間を振り返
ります。

　俳人・夏井いつきが、一般から募
集した句を題材にした添削事例でテ
クニックを指南。また、脳科学者・
茂木健一郎と対談し、俳句が人生に
役立つことを、脳科学の視点から述
べています。

　古くから中国や西欧の文化と接触
し、キリシタン殉教の歴史を持つ長
崎。半島と島からなる特異な歴史と
風土から生まれた民話集の新版で
す。

『強父論』
著／阿川　佐和子
出版社／文藝春秋
出版年／２０１６.７月

『夏井いつきの
　超カンタン！俳句塾』

編／吉松　祐一
出版社／未來社
出版年／２０１６.７月

著／夏井いつき
出版社／世界文化社
出版年／２０１６.７月

小学校の学芸会で、劇「オズの魔法
使い」をやることになった６年生の
萌たち。主役ドロシーを演じること
になった萌ですが･･･。洋館風のす
てきな学校図書館を舞台に、本が大
好きでちょっと不思議な少女・萌が
大活躍の人気シリーズ第12弾です。

作／服部　千春、絵／ほおのき　ソラ
出版社／講談社、出版年／２０１６.６月

　秋は、おいしいものがいっぱいで
すね。生よりも長期間楽しむことが
でき栄養価も高くなる保存食や、行
楽の秋にぴったりの行事食などを、
親子で作ってみませんか。写真やイ
ラストも満載のこの本で、食欲の秋
を満喫してはいかがでしょうか。

著／濱田　美里、絵／藤田美菜子
出版社／アリス館、出版年／２０１４.９月

『トキメキ 図書館 PART12
　みんなが主役！』

『季節をたべる
　秋の保存食・行事食』

　　　どんぐりむらの腕利きだいく
　　さんは、自分の作品で、みんな
が笑顔になるのが大好き。小さなお
もちゃも、どんぐりえんの建物や遊
具も、何でも作ってしまいます。大
人から子どもまで幅広い読者層を持
つ「どんぐりむら」シリーズ最新作です。

作／なかや みわ、出版／学研プラス
出版年／２０１６.９月

『どんぐりむらの
　だいくさん』『長崎の民話（日本の民話48）』
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本は市内の図書館・図書室どこでも貸出・返却できます。

ブロードトロメル



健康・福祉いきいき通信

健康・福祉

いきいき通信
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▲こちらのＱＲコードからも投稿できます。

投稿締切は
10月15日

11月
生まれ
募集中

Happy BirthdayHappy Birthday Happy Birthday

大募集！「まちのひとびと」へあなたも投稿しませんか？募集しています

vol.53

Happy Birthday

投稿方法　写真、お子さんの氏名（ふりがな）、生年月日、性別、投稿者氏名、住所、
　　　　　電話番号、メッセージを添えて、郵便またはＥメールでお送りください。
あて先　〒859-5192　広報ひらどHappy Birthdayコーナー
　　　　Ｅメール　kouhou@city.hirado.lg.jp

発行月に誕生日を迎えるお子さんの写真を募集します。
おめでとうメッセージ付きの掲載は先着３ 人まで。発行月前の15日までにお送りください。

※メール送信の際は、件名に必ず「11月号Happy Birthday」と入れてください。
※ご投稿いただいた写真は、必ずしも掲載とは限りませんのでご了承ください。
※被写体の承諾については、投稿者の責任となります。

投稿募集！

「クラブ紹介」
　スポーツ団体や芸能団体など、平戸のまちで活躍するさまざまな団体を紹介します。私たちの活動を紹介して

欲しいなど、掲載を希望する団体は広報ひらど編集室までご連絡ください。

広報ひらど

パパとママへ。
早めに出してね♪

10月生まれの皆さんお誕生日おめでとうございます。にっこり笑顔の花がたくさん咲きました！　編集室より

志々伎町

小﨑 嗣寿くん 
こさき     ひでとし

４歳

母父from     健朗さん　　文恵さん 母父from     悠さん　　　千里さん 母父from     翔平さん　　麻衣さん

野子町
１歳の誕生日おめでとう♪元気

いっぱい大きく育ってね(^^)

西宮 紗来ちゃん
　にしみや  　さら

１歳

木場町

原田 里衣紗ちゃん 
 はらだ　　  りいさ

２歳

2歳のお誕生日おめでとう＼(^o^) ／

お姉ちゃんになりました。二人いつ

までも仲良くね♪

生月町
４歳のお誕生日おめでとう～☆はると

の笑顔が家族を元気にしてくれます！

これからも元気いっぱいでいてね☆

   　まつだ　　はると

４歳松田 悠聖くん

母

田平町

丸屋 愛翔くん 
 まるや  　  まなと

３歳

田平町

谷村 琉愛くん 
たにむら   るきあ

３歳

木ヶ津町

永田 陽奈海ちゃん 
ながた　　　ひなみ

２歳

やなぎもと　 だいち

鏡川町

栁本 大地くん １歳
たけだ　　はじめ

田平町

竹田　一 くん １歳
　おおうら  あんじゅ

度島町

大浦 杏珠ちゃん２歳

　　10月から市内の医療機関で「インフルエンザ予防接種」が始まります。

　　ワクチンの効果が期待できるのは、接種した２週間後から５カ月程度と言われてい

ます。例年、インフルエンザは12月から３月にかけて流行しますので、努めて12月

ごろまでには接種しましょう。

　　　　　　　　　    ■お問い合わせ　保健センター保健サービス班　☎57-0977

インフルエンザ予防接種が始まります

接種費用助成対象者および接種費用について

接種時に必要なもの

接種期間および接種回数について

平成27年度から「子どもインフルエンザ」接種料の助成対象を中学生まで拡大しました。

※小学生から中学生までの接種料助成は「ふるさと納税」を財源に充てています。

平戸市内に住所を有する人で、下記の①～③に該当する人は下表のとおり助成が受けられます。

①接種日当日に生後６カ月から中学生

②接種日当日に65歳以上の人

③接種日当日に60歳～ 64歳で、一定の心臓、じん臓もしくは呼吸器の　機能またはヒト免疫

　不全ウイルスによる免疫機能の障がいを有する人（身体障害者手帳１級相当）

接種期間　　　10月１日（土）～平成29年３月31日（金）

接種回数　　　生後６カ月から12歳・・２ 回

　　　　　　　13歳以上  ・・・・・・・・１ 回 （※医師の判断により2回接種の場合もあります）　

実施医療機関　市内医療機関、やまぐち小児科（佐々町）、坂口こどもクリニック（松浦市）

自己負担

0円

助成

3,640円

自己負担

0円

0円

0円

助成

3,640円

3,640円

4,140円

自己負担

1,000円

助成

2,640円

自己負担

1,000円

1,000円

1,000円

助成

2,640円

2,640円

3,140円

接種日の年齢

生後6カ月～ 12歳

13歳～ 15歳
（中学３年生まで）

生活保護世帯一般世帯

２回目１回目２回目１回目

予防接種費用（自己負担分）と併せて、以下のものを必ず持参してください。

●生後６カ月～中学生・・・母子健康手帳　　　●60歳～ 64歳・・・身体障害者手帳　

●65歳以上・・・保険証、運転免許証など　　　●生活保護世帯・・・生活保護受給証明書

65歳以上
および

③に該当する人



平戸市からのお知らせ平戸市からのお知らせ

（熊本・大分）

最大５０              ％割引
（福岡・佐賀・宮崎・鹿児島）

最大４０            ％割引
（対象期間）10月1日（土）~12月28日（水）宿泊分

長崎県以外でもお得！

詳しくはホームページで

九州ふっこう割 検　索

度島町へき地保育所の園児や保護者が消防署見学に
　9月17日、平戸市消防署において、度島地区消防力向上事業の

一環で度島町の保育所園児、度島小児童と保護者49人が消防署

見学に来署しました。

　この事業は、署内見学や消火体験を通して、園児・児童への防災・

防火意識の芽生えのために実施されたもので、緊急時に通報者と

対応する通信指令室の見学、消火器体験、はしご車体験、防火服

を着ての記念撮影などが行われました。

募　

集

　

国
民
年
金
保
険
料
の
後
納
制
度
に
つ
い
て

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
市
民
課
国
保
年
金
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
2
5
9
2

　

平
戸
市
の
文
化
財
を
守
ろ
う
！

　　
　
　
　
　
　
　

問
文
化
交
流
課
文
化
遺
産
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
2
2
7
9

問
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
内
線
２
１
２
４

平
成
28
年
度
第
２
回
消
防
設
備
士

試
験
の
お
知
ら
せ

問
商
工
物
産
課
商
工
新
産
業
班

　

☎
内
線
２
２
１
３

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
に
つ

い
て

問
学
校
教
育
課
指
導
班

　

☎
内
線
２
６
１
２

小
学
校
陸
上
競
技
大
会
を
開
催
し

ま
す

問
学
校
教
育
課
指
導
班

　

☎
内
線
２
６
１
３

中
学
校
総
合
体
育
大
会
・
駅
伝
競

技
を
開
催
し
ま
す

問
税
務
課
総
務
徴
収
班

　

☎
内
線
２
５
４
５

オ
ー
ル
九
州
市
町
村
合
同
公
売
会

in 

さ
い
き
を
開
催
し
ま
す

申
・
問
福
祉
課
高
齢
者
支
援
班

　
　
　

☎
内
線
２
５
８
１

在
宅
寝
た
き
り
高
齢
者
等
介
護
見

舞
金
を
支
給
し
ま
す

申
・
問
地
域
協
働
課
協
働
交
通
政
策
班

　
　
　

☎
内
線
2
3
0
9

婚
活
イ
ベ
ン
ト〝
平
戸
の
ご
ち
そ
う

DE
カ
フ
ェ
婚
〞
参
加
者
募
集

　

▼
入
札
開
始　

午
前
10
時

○
と
こ
ろ　

佐
伯
市
総
合
体
育
館

　

大
分
県
佐
伯
市
大
字
長
谷
２
６
１
４
番
地

※

液
晶
テ
レ
ビ
、
貴
金
属
な
ど
約
６
０
０
点
を

　

出
品
予
定
で
す
。

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、
中
小
企
業

の
た
め
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
人
材
の
安
定
確
保
や
企
業
価

値
を
高
め
る
手
段
と
し
て
有
効
で
あ
り
、
さ
ら

に
は
転
職
時
お
よ
び
退
職
後
の
所
得
保
障
な
ど

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

▼
国
の
助
成
が
あ
る
退
職
金
制
度
で
す
。

　
（
新
規
加
入
助
成
・
月
額
変
更
助
成
）

▼
掛
金
は
税
法
上
、
全
額
非
課
税
で
す
。

▼
退
職
金
の
管
理
が
簡
単
で
す
。

▼
離
転
職
時
に
、
す
で
に
積
み
上
げ
ら
れ
て
い

　

た
退
職
金
を
引
き
継
ぐ
こ
と
も
可
能
な
通
算

　

制
度
が
あ
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　

℡
03

-

6
9
0
7

-

1
2
3
4

　　

児
童
の
基
礎
体
力
の
向
上
と
体
育
・
ス
ポ
ー

ツ
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
左
記
の
と
お
り
、

　
○
試
験
日　

平
成
29
年
１
月
29
日（
日
）

○
試
験
会
場　

　

長
崎
大
学（
長
崎
市　

文
教
キ
ャ
ン
パ
ス
）

○
試
験
の
種
類　

　

甲
種（
特
類
、
第
１
類
〜
第
５
類
）　　
　
　

　

乙
種（
第
１
類
〜
第
７
類
）

○
願
書
受
付
期
間

　

▼
書
面
申
請　

11
月
21
日（
月
）〜
12
月
２
日

　
　
（
金
）

　

▼
電
子
申
請　

11
月
18
日（
金
）〜
29
日（
火
）

　

※

書
面
申
請
の
た
め
の
受
験
願
書
の
用
紙
、

　
　

受
験
案
内
な
ど
は（
一
財
）消
防
試
験
研

　
　

究
セ
ン
タ
ー
長
崎
県
支
部
、
長
崎
県
消
防

　
　

保
安
室
、
長
崎
県
各
振
興
局（
長
崎･

県
央

　
　

を
除
く
）、
県
内
の
消
防
署
で
配
布
し
て

　
　

い
ま
す
。

　

九
州
各
県
内
の
30
市
町
村
合
同
で
、
市
税
な

ど
徴
収
の
た
め
差
押
財
産
の
合
同
公
売
会
を

「
入
札
」方
式
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　

11
月
３
日（
祝
・
木
）

　

▼
開
場　

午
前
９
時
20
分

第
12
回
平
戸
市
小
学
校
陸
上
競
技
大
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
と　

き　

10
月
４
日（
火
）午
前
９
時
開
会

○
と
こ
ろ　

ラ
イ
フ
カ
ン
ト
リ
ー（
平
戸
市
総

　

合
運
動
公
園
）多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

○
参
加
者　

市
内
小
学
校
５
・
６
年
生（
５
０

　

８
人
）

○
そ
の
他　

雨
天
の
場
合
は
10
月
７
日（
金
）に

　

延
期

　

左
記
の
と
お
り
、
平
成
28
年
度
平
戸
市
中
学

校
総
合
体
育
大
会
・
駅
伝
競
技
を
開
催
し
ま
す
。 

　

皆
さ
ん
の
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
と　

き　

10
月
12
日（
水
）

　

▼
開
会
式　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
15
分　

　

▼
女
子
の
部
ス
タ
ー
ト　

午
前
10
時　
　
　

　

▼
男
子
の
部
ス
タ
ー
ト　

午
前
11
時
50
分　

　

▼
閉
会
式　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分　

○
と
こ
ろ　

田
平
町
久
吹
ダ
ム
周
回
コ
ー
ス

○
参
加
者　

市
内
各
中
学
校
か
ら
の
代
表
選
手

○
そ
の
他　

荒
天
の
場
合
は
10
月
14
日（
金
）に

　

延
期

　　

寝
た
き
り
高
齢
者
な
ど
を
日
常
家
庭
で
介
護

し
て
い
る
人
に
対
し
、
介
護
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、

福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
に
、
在
宅
寝
た
き
り

高
齢
者
等
介
護
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

○
寝
た
き
り
高
齢
者
等
と
は　

10
月
１
日（
基 

　

準
日
）に
お
い
て
市
内
に
引
き
続
き
１
年
以

　

上
住
所
を
有
す
る
65
歳
以
上
の
人
で
、
要
介

　

護
３
以
上
に
該
当
し
、
１
年
間
に
お
い
て
病

　

院
な
ど（
短
期
入
所
を
含
む
）に
入
院
し
て

　

い
た
期
間
が
90
日
を
超
え
な
い
人　

○
支
給
対
象
者 　

寝
た
き
り
高
齢
者
な
ど
を
、

　

１
年
間
の
う
ち
１
８
０
日
以
上
家
庭
で
介
護

　

し
た
市
内
在
住
の
親
族
ま
た
は
同
居
の
人

○
支
給
金
額　

２
万
５
千
円

○
申
請
期
限　

10
月
31
日（
月
）

○
申
請
方
法    

市
役
所
１
階
総
合
受
付
窓
口

　
（
②
③
④
窓
口
）ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課
、

　

各
出
張
所
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
事

　

項
を
記
入
し
、
各
地
区
民
生
児
童
委
員
か
ら

　

証
明
を
受
け
た
上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
市
内
独
身
者
を
対
象
と
し
た
、
出

会
い
の
き
っ
か
け
づ
く
り
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
カ
フ
ェ
婚
は
、
平
戸
の
豊
か
な

食
材
を
使
っ
て
、
カ
フ
ェ
オ
ー
ナ
ー
の
指
導
の

も
と
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
思
い
思
い
の
カ
フ
ェ

ご
は
ん
を
作
り
、
お
互
い
の
親
睦
を
深
め
る
婚

活
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
今
回
は
、
自
分
に
ど
の
よ

う
な
タ
イ
プ
の
人
が
合
う
の
か
も
わ
か
る「
恋

愛
力
テ
ス
ト
」付
き
で
す
。

○
と　

き　

11
月
６
日（
日
）

○
参
加
対
象　

独
身
者
で
次
に
該
当
す
る
人

　

男
性
23
歳
以
上
40
歳
以
下

　

女
性
23
歳
以
上
37
歳
以
下

　
（
男
性
は
市
内
在
住
者
に
限
り
ま
す
）

○
定　

員　

男
女
各
20
人

○
参
加
費　

男
性　

4
，2
0
0
円

　
　
　
　
　

女
性　

3
，8
0
0
円

○
申
込
期
限　

10
月
31
日（
月
）

　

※

参
加
の
申
し
込
み
や
詳
細
に
つ
い
て
の
お

　
　

問
い
合
わ
せ
は
、
市
の
委
託
業
者
で
あ
る

　
　

左
記
の
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
ま

　
　

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　

婚
活
サ
ポ
ー
ト　

シ
ン
パ
シ
ー

　
　

℡　

0
1
2
0

-

1
7
6

-

1
7
6

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

0
9
5

-

8
2
6

-

7
1
7
8

　
　

Ｅ
メ
ー
ル　

info@
n-sym

pathy.jp

　　

国
民
年
金
に
は
、
平
成
27
年
10
月
か
ら
平
成

30
年
９
月
ま
で
の
特
例
と
し
て
、
過
去
５
年
以

内
に
未
納
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
が
で
き
る
後
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
将
来
の
年

金
額
を
増
や
し
た
り
、
保
険
料
の
納
付
や
免
除

を
し
た
期
間
の
不
足
に
よ
り
年
金
を
受
給
で
き

な
か
っ
た
人
が
受
給
資
格
を
得
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
60
歳
以
上
で
老
齢
基
礎

年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
後
納
制
度
を
利
用
す
る
に
は
事
前
に
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　

▼
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

℡
0
5
7
0

-

0
1
1

-

0
5
0

　

▼
佐
世
保
年
金
事
務
所

　
　

℡
0
9
5
6

-

34

-

1
1
8
9

　

今
夏
は
暑
い
日
が
続
き
、
雨
が
ほ
と
ん
ど
降

ら
な
か
っ
た
た
め
、
林
野
火
災
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
火
の
不
始
末
に
よ
り
、

県
指
定
の
天
然
記
念
物
に
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

幸
い
早
く
に
消
し
止
め
ら
れ
た
た
め
、
大
事
に

い
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
復
旧
に
は
時
間
が

か
か
る
よ
う
で
す
。

　

平
戸
市
に
は
国
・
県
・
市
指
定
の
数
多
く
の

文
化
財
が
あ
り
ま
す
が
、
里
山
や
神
社
の
杜
な

ど
も
長
年
育
ま
れ
た
貴
重
な
文
化
遺
産
で
す
。

火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
を
し
て
、
文
化

財
を
次
世
代
へ
伝
え
る
よ
う
、
み
ん
な
で
守
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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平戸市からのお知らせ平戸市からのお知らせ
　

働
く
人
の
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
し
ま
す

　　
　
　
　
　
　

問
商
工
物
産
課
商
工
新
産
業
班

　　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
２
１
３

　

個
別
創
業
相
談
会
の
開
催

　　
　
　
　
　
　

問
商
工
物
産
課
商
工
新
産
業
班

　　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
２
１
３

　

企
業
面
談
会
を
開
催
し
ま
す

　　
　
　
　
　
　

問
商
工
物
産
課
商
工
新
産
業
班

　　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
２
１
３

問
税
務
課
総
務
徴
収
班

　

☎
内
線
２
５
４
５

滞
納
の
解
消
の
た
め
Ｆ
Ｐ
に
ご
相

談
を

問
文
化
交
流
課
文
化
遺
産
班

　

☎
内
線
２
２
６
９

一
般
県
道
田
ノ
浦
平
戸
港
線
道
路

災
害
防
除
工
事（
常
灯
鼻
護
岸
工
）

の
工
事
が
始
ま
り
ま
す

問
福
祉
課
総
務
班

　

☎
内
線
2
5
6
3

平
戸
市
福
祉
健
康
ま
つ
り
を
開
催

し
ま
す

問
企
画
財
政
課
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
班

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
2
5
6
3

平
戸
市
公
認
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ

「
マ
ル
ク
ト
ひ
ら
ど
」開
設

　未来創造館
　COLAS平戸
　（会議室A）

※10月26日（水）
　のみ市役所
　３階会議室

10月　5日（水）
10月12日（水）
10月19日（水）
10月26日（水）※
11月　2日（水）
11月　9日（水）
11月16日（水）
11月30日（水）
12月　7日（水）
12月14日（水）
12月21日（水）

平成29年1月　4日（水）
1月11日（水）
1月18日（水）
1月25日（水）
2月　1日（水）
2月　8日（水）
2月15日（水）
2月22日（水）

10月28日（金）

11月25日（金）

12月22日（木）

平成29年
　1月20日（金）

午前
10時30分

  ～

   正　午

平戸商工会議所
2階小会議室

ところと　　　き

　

○
講　

師　

北
折　

一　

氏（
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ「
た

　
　

め
し
て
ガ
ッ
テ
ン
」演
出
担
当
デ
ス
ク
）

　

○
演　

題　
「
ガ
ッ
テ
ン
流
！
健
康
法
の
極

　
　

意
〜
こ
ん
な
に
ラ
ク
に
健
康
に
な
っ
ち
ゃ
っ

　
　

て
い
い
の
!?
〜
」

【
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

▼
催
し
物

　
　

好
評
の「
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
コ
ー
ナ
ー
」が

　

あ
り
ま
す
。
ス
タ
ン
プ
を
も
ら
っ
て
豪
華
賞

　

品
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
。
そ
の
他
、
保
育
園
児

　

に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
福
祉
施
設
・
団

　

体
に
よ
る
作
品
展
や
バ
ザ
ー
、
各
種
健
康
相

　

談
コ
ー
ナ
ー
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
体
験
、

　

も
ち
つ
き
、
呈
茶
な
ど
。

　

※

保
育
士
に
よ
る
無
料
の
託
児
所
や
キ
ッ
ズ

　
　

広
場
、
授
乳
室
・
お
む
つ
交
換
所
あ
り
。

　
　

ご
家
族
連
れ
で
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　　

市
で
は
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー

（
Ｆ
Ｐ
）に
よ
る
生
活
相
談
の
窓
口
を
設
け
て
い

ま
す
。
相
談
費
用
は
無
料
で
す
。

　

Ｆ
Ｐ
と
は
、
人
生
設
計
を
実
現
さ
せ
る
た
め

税
制
、
住
宅
ロ
ー
ン
、
生
命
保
険
、
年
金
制
度

な
ど
の
幅
広
い
知
識
を
備
え
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
る
相
談
役
で
す
。

　

住
宅
ロ
ー
ン
の
返
済
や
、
消
費
者
金
融
の
返

済
な
ど
に
よ
り
税
金
の
納
付
が
困
難
な
人
は
、

一
度
Ｆ
Ｐ
へ
の
相
談
を
受
け
て
み
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
人
に
つ
き
ま
し
て
は
、

日
程
調
整
な
ど
を
行
い
ま
す
の
で
、
必
ず
事
前

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

10
月
30
日（
日
）午
前
９
時
30
分
〜

　

午
後
３
時
30
分

○
と
こ
ろ　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー

○
特
別
協
賛　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

○
入
場
料　

無
料（
無
料
託
児
所
あ
り
）

▼
福
祉
講
演
会（
手
話
通
訳
あ
り
）

　

○
と　

き　

午
後
１
時
〜
午
後
２
時
30
分

　

こ
の
工
事
は
、
常
灯
鼻
石
垣
が
老
朽
化
に
よ

り
崩
落
の
危
険
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
施
す

る
も
の
で
す
。

　

工
事
期
間
は
10
月
初
旬
か
ら
平
成
30
年
３
月

31
日
ま
で
の
予
定
で
す
。
工
事
期
間
中
、
交
通

規
制
を
実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
工
事
区
間　

オ
ラ
ン
ダ
埠
頭
か
ら
常
灯
鼻
石

　

垣（
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
）付
近

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金（
ふ
る
さ
と
納
税
）

制
度
に
よ
り
、
全
国
に
広
く
認
知
さ
れ
つ
つ
あ

る
平
戸
の
特
産
品
の
さ
ら
な
る
消
費
拡
大
を
目

的
と
し
て
、
特
産
品
を
一
同
に
集
め
て
販
売
す

る
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ「
マ
ル
ク
ト
ひ
ら
ど
」が

10
月
１
日（
土
）に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
「
マ
ル
ク
ト（m

arkt

）」と
は
、
英
語
の「
マ
ー

ケ
ッ
ト（m

arket

）」に
相
当
す
る
オ
ラ
ン
ダ
語

で
、「
市
場
」を
表
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
と
も
連
携

し
、
寄
附
者
に
は
お
得
な
割
引
特
典
な
ど
も
あ

り
ま
す
。
多
く
の
人
た
ち
に
気
軽
に
見
て
も
ら

も
ら
え
る
サ
イ
ト
を
目
指
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
、
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　　

県
の
労
働
委
員
会
で
は
、
働
く
人
と
会
社
の

間
の
紛
争
解
決
の
た
め
に
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て

お
り
、
周
知
・
広
報
の
た
め
10
月
を「『
個
別
労

働
関
係
紛
争
処
理
制
度
』に
係
る
周
知
月
間
」

と
定
め
、
そ
の
一
環
と
し
て「
休
日
相
談
」を

県
労
働
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
実
施

し
ま
す
。

　

当
日
は
労
働
相
談
の
ほ
か
、
あ
っ
せ
ん
制
度

の
説
明
も
行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※

電
話
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

○
と　

き　

10
月
１
日（
土
）・
16
日（
日
）午
前

　

９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分（
受
付
時
間
）

○
相
談
料　

相
談
・
あ
っ
せ
ん
と
も
無
料　

○
と
こ
ろ　

佐
世
保
労
働
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー

　

長
崎
県
県
北
振
興
局
商
工
労
政
課
内（
県
北

　

振
興
局
本
館
４
階
）

　

佐
世
保
市
木
場
田
町
３-

25

○
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

長
崎
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

℡
0
9
5

-

8
2
2

-

2
3
9
8

　

無
料
で
中
小
企
業
診
断
士
な
ど
の
専
門
家
に

相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

創
業
に
関
す
る
こ
と
以
外
に
も
、
現
在
事
業

を
営
ん
で
い
る
人
の
経
営
に
関
す
る
相
談
も
受

け
て
い
ま
す
。
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。
こ

の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者　

中
小
企
業
者
、
個
人
事
業
者
、
創

　

業
希
望
者

○
相
談
料　

無
料　

○
相
談
例　

経
営
相
談
全
般
、
新
規
創
業（
開

　

業
）、
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
事
業
継
承
、
融
資

　

な
ど
の
資
金
調
達
、販
売
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、

　

地
域
資
源
活
用
、
経
営
革
新
し
て
業
績
ア
ッ

　

プ
、
事
業
計
画
を
作
成
し
た
い
な
ど
。

　

平
戸
市
内
企
業
の
担
当
者
の
人
に
直
接
質
問

な
ど
が
で
き
る
企
業
面
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
企
業
面
談
会
の
ほ
か
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
よ
る
巡
回
相
談
も
同
時
に
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
雇
用
保
険
受
給
中
の
人
は
、
求
職
活

動
実
績
に
カ
ウ
ン
ト
で
き
、
面
接
指
導
な
ど
も

受
講
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
な
お
、
予
約
は
不
要
で
す
。

○
参
加
料　

無
料

○
問
い
合
わ
せ
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
江
迎

　

℡
0
9
5
6

-

66

-

3
1
3
1
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　1987年NHKに入局後、1995年
から「ためしてガッテン」立ち上げ
に参加。以来18年間、一貫してガッ
テンの制作にあたる。
　2000年にはマスコミ界初の「消
費生活アドバイザー（経済産業大
臣認定）」資格取得。2013年に番
組制作の職を辞すことを決意し、
同年10月末日でNHKを退職。
　現在は、おもに健康教育の分野
で「人々のよりよい生活のお手伝
い」を目指し、講演や執筆活動を
行っており、自らの減量経験をも
とに出したダイエット本が話題に
なっている。

午前10時

～

午後4時

ところ と　　　　き



最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
す

長
崎
労
働
局
賃
金
室

☎
0
9
5-

8
0
1-

0
0
3
3

問

10
月
は
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
月
間
で
す

（
公
財
）日
本
骨
髄
バ
ン
ク

☎
03
‐
5
2
8
0
‐
1
7
8
9

問

J

-

P
O
W
E
R　

松
浦
火
力
発
電
所

☎
0
9
5
6

-

72

-

1
2
0
1

問
「
J

-

P
O
W
E
R  

輪
ン
ダ
フ
ル
ホ
リ
デ
ー

＠
ま
つ
う
ら
2
0
1
６
」を
開
催
し
ま
す

ワ

【
平
戸
地
区
】　　

山
田　

琉
菜 

翔
一 

根
獅
子
第
２

古
川　

澄
真 

優
貴 

度
島
三
免

吉
田　

光
織 

祐
一 

大
久
保

𠮷
田　

み
こ 

繁
久 

津
吉
元

松
元　

真
樹 

輝
光 

神
上

塩
谷　

蓮
翔 

利
洋 

根
獅
子
第
４

木
村　

彩
乃 

潤
二 

田
助
浦

村
田　

杏
凪 

克
樹 

飯
良
第
２

栁
田　

ま
ほ 

俊
樹 

曲
り

【
生
月
地
区
】

加
福　

湊 

宏
次 

舖
浦
屋
敷

【
田
平
地
区
】

杉
村　

夏
菜 

秀
康 

平
戸
口

平
岡　

大
知 

伸
崇 

福
崎

百
村　

結
利 

敏
洋 

永
田　
　

【
大
島
地
区
】

柴
山　

翔
優 

雅
和 

大
根
坂

【
平
戸
地
区
】

川
村　

廣
志 

65
歳 
8
／
6
頃 
度
島
中
部

森　
　

百
代 

85
歳 
8
／
16 

度
島
浦

今
西　

金
三
郎 

89
歳 
8
／
17 

度
島
中
部

前
川　

征
治 

77
歳 
8
／
18 

大
石
脇

大
石　

悟 

86
歳 
8
／
20 

猪
渡
谷

牧
村　

ア
キ 

86
歳 
8
／
22 

津
吉
元

近
藤　

マ
チ 

85
歳 
8
／
23 

魚
の
棚
町

石
田　

和
美 

43
歳 
8
／
23 

石
原
田

柴
山　

富
貴
代 

53
歳 
8
／
24 

野
子

濵
田　

八
重 

78
歳 
8
／
29 
根
獅
子
第
１

永
田　

フ
イ 

84
歳 
9
／
4 

紐
差
第
４

山
口　

テ
イ 

99
歳 
9
／
5 

山
中

黒
﨑　

彌
一
郎 

92
歳 
9
／
5 

川
内
浦

大
西　

愛
子 

82
歳 
9
／
10 

木
引
田
町

畑
原　

キ
ミ
エ 

88
歳 
9
／
10 

田
助
在

浦　
　

シ
ズ
ヱ 

80
歳 
9
／
10 

大
石
脇

山
西　

フ
ミ
エ 

84
歳 
9
／
10 

梅
崎

尾
崎　

豊 

65
歳 
9
／
11 

新
町

椎
木　

ウ
メ 

89
歳 
9
／
11 

津
吉
元

柳
田　

利
江 

79
歳 
9
／
12 

古
江

寺
田　

タ
キ 

93
歳 
9
／
13 

坊
方

小
佐
　々

マ
ツ 

102
歳 
9
／
13 

高
麗
町

【
生
月
地
区
】

神
田　

カ
ズ 

89
歳 
8
／
23 
浦
南

田
栗　

進 

82
歳 
8
／
28 
舘
浦
浜

守
山　

茂 

87
歳 
9
／
5 
堺
目

土
肥　

建
次 

68
歳 
9
／
8 
壱
部

寺
田　

熊
夫 

84
歳 
9
／
11 
堺
目

【
田
平
地
区
】

山
口　

剛
士 

71
歳 
8
／
16 
万
場

森　
　

忠
勇 

81
歳 
8
／
18 
小
崎

七
種　

ユ
キ
ノ 
91
歳 
8
／
18 
山
内

松
田　

ユ
リ
ヱ 
98
歳 
8
／
19 
田
代

大
坪　

澄
子 

64
歳 
8
／
24 
大
崎

井
元　

正
典 

84
歳 
8
／
24 
万
場

坂
本　

イ
ネ 

94
歳 
9
／
3 
永
田

七
種　

定
春 

86
歳 
9
／
4 
以
善

百
枝　

義
光 

89
歳 
9
／
5 
下
里

冠　
　

伊
佐
男 
68
歳 
9
／
9 
古
梶

山
川　

久
美
子 
87
歳 
9
／
11 
永
田

嶋
本　

傳
一 

76
歳 
9
／
14 
小
崎

【
大
島
地
区
】

村
井　
　

樹 

80
歳 
8
／
27 
前
平

　
　
　
　
　
　

（
8
／
16
〜
9
／
15
受
付
分
）

火災
救急

件　数
死　者
負傷者

◎Ｈ28.8月末までの交通事故件数

◎Ｈ28.8月末までの火災救急件数

◎人口の動き
■平戸市人口／32,721（－40）
　男性／15,343人（－17）
　女性／17,378人（－23）
■世帯数　14,206戸（－10）
※（　）は、前月との比較
　　　　　平成28年9月1日現在

※（ 　）内は昨年同期

※（ 　）内は昨年同期
（重傷）   7人　（軽傷）55人

（41件）
（  0人）
（56人）

37件
0人
62人

　10 件）
1,075件（1,115件）

　　　　30件    （

　

▼
体
重
が
男
性
45
㎏
以
上
、
女
性
40
㎏
以
上

　
　

の
人 

○
ド
ナ
ー
登
録
窓
口　

県
北
保
健
所
地
域
保
健

　

課
健
康
対
策
班 （
田
平
町
里
免
１
１
２
６
番
地

　

１
）℡
57

‒

３
９
３
３

※

注
意　

骨
髄
提
供
は
死
後
の
臓
器
提
供
で
は

　

あ
り
ま
せ
ん
。

○
と　

き　

10
月
16
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後

　

３
時

○
と
こ
ろ　

Ｊ

‒

Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
電
源
開
発
松
浦

　

火
力
発
電
所（
松
浦
市
志
佐
町
白
浜
免
字
瀬

　

崎
４
５
８

‒

１
）

○
内　

容　

発
電
所
見
学
会
、
動
物
戦
隊
ジ
ュ
ウ

オ
ウ
ジ
ャ
ー
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、
ふ
れ
あ

い
移
動
動
物
園（
大
山
ト
ム
ソ
ー
ヤ
牧
場
）パ
ト

カ
ー
・
ミ
ニ
白
バ
イ
に
乗
っ
て
記
念
撮
影（
松

浦
警
察
署
協
力
）レ
ス
キ
ュ
ー
車
両
を
見
に
行

こ
う（
松
浦
市
消
防
本
部
協
力
）工
作
教
室
、
フ

ワ
フ
ワ
遊
具
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
な
ど

○
料　

金　

無
料（
飲
食
な
ど
一
部
有
料
）

○
と　

き　

10
月
27
日 （
木
）午
後
２
時
〜
午
後

　

４
時

○
と
こ
ろ　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
会
議
室
Ａ

○
内　

容　

効
果
的
な
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
の

　

作
り
方
を
事
例
と
共
に
紹
介
し
ま
す
。

○
入
場
料　

無
料

○
定　

 

員　

先
着
50
人

○
そ
の
他　

当
日
、
自
社
の
Ｄ
Ｍ
・
チ
ラ
シ
な

　

ど
を
持
参
の
人
は
、
無
料
で
診
断
し
ま
す
。

　

東
海
地
区（
愛
知
、岐
阜
、三
重
、静
岡
、他
近
県
）

に
在
住
の
大
島
出
身
者
の
親
睦
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　

11
月
５
日（
土
）午
後
３
時
〜
午
後

　

６
時

○
と
こ
ろ　

名
古
屋
ク
ラ
ウ
ン
ホ
テ
ル

○
連
絡
先　

岡
村
徹（
昭
和
39
年
度
卒
業
）

　

℡
０
９
０‐

４
４
０
６‐

０
９
９
０

○
募
集
訓
練
科（
定
員
）　

　

▼
テ
ク
ニ
カ
ル
メ
タ
ル
ワ
ー
ク
科（
２
人
）

　

▼
Ｃ
Ａ
Ｄ
生
産
サ
ポ
ー
ト
科（
３
人
）

　

▼
電
気
設
備
技
術
科（
３
人
）

　

▼
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科（
２
人
）

　

▼
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
科（
３
人
）

○
訓
練
期
間　

12
月
２
日（
金
）〜
平
成
29
年

　

６
月
28
日（
水
）【
７
カ
月
コ
ー
ス
】

○
申
込
期
限　

11
月
１
日（
火
）

　

※

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
最
寄
の
ハ
ロ

　
　

ー
ワ
ー
ク「
職
業
訓
練
相
談
窓
口
」ま
で

　
　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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長
崎
県
最
低
賃
金
が「
１
時
間
7
1
5
円
」に

改
定
さ
れ
ま
す
。
最
低
賃
金
法
に
基
づ
き
、
国

は
賃
金
の
最
低
額
を
定
め
、
使
用
者
は
そ
の
最

低
額
以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
使
用
者
も
労
働
者
も
必
ず
最
低
賃
金
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
こ
の
最
低
賃
金
は
、
10
月
６
日（
木
）

か
ら
発
効
と
な
り
ま
す
。

○
と　

き　

11
月
９
日（
水
）午
後
１
時
〜
午
後

　

４
時
50
分

○
と
こ
ろ　

長
崎
県
立
ろ
う
学
校
佐
世
保
分
校

　
（
佐
世
保
市
小
舟
町
60
番
地
）

○
内　

容　

公
開
授
業
・
教
育
支
援
講
座

　
「
難
聴
体
験
・
補
聴
器
装
用
体
験
に
つ
い
て
」

　
「
自
立
活
動
に
つ
い
て
」（
選
択
）教
育
相
談　

○
申
込
期
限　

10
月
31
日（
月
）

○
申
込
先　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
９
５
６-

46-

２
４
８
８

　　
○
ド
ナ
ー
登
録
が
で
き
る
人　

　

▼
骨
髄
・
末
梢
血
幹
細
胞
の
提
供
の
内
容
を

　
　

十
分
に
理
解
し
て
い
る
人

　

▼
年
齢
が
18
歳
〜
54
歳
で
健
康
な
人 

『
商
売
繁
盛
販
促
セ
ミ
ナ
ー
』を
開
催
し
ま
す

平
戸
郵
便
局

☎
22

-

２
０
４
２

問

「
大
島
会
」名
古
屋
地
区
開
催
の
お
知
ら
せ

松
本
八
千
穂（
昭
和
41
年
度
卒
業
）

☎
０
８
０

-

１
２
２
０

-

２
１
３
８

問

○
と　

き　

12
月
３
日（
土
）〜
17
日（
土
）ま

　

で
の
土
曜
・
日
曜（
計
５
回
）

○
と
こ
ろ　

平
戸
高
校
音
楽
室

○
定　

員　

10
人

○
申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
、

　

要
望
を
電
話
ま
た
は
F
A
X
で
申
し
込
ん
で

　

く
だ
さ
い
。
F
A
X
20-

3
0
0
2

○
申
込
期
限　

10
月
28
日（
金
）※

定
員
に
な
り

　

次
第
、
申
し
込
み
を
締
め
切
り
ま
す
。

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
世
保

☎
0
9
5
6

-

58

-

3
1
1
8

申
・
問

公
共
職
業
訓
練
12
月
期
入
所
受
講
生

募
集
し
ま
す

県
立
平
戸
高
校　

松
本

☎
28

-

0
0
3
4

問

「
吹
奏
楽
演
奏
講
座
」の
ご
案
内
に
つ
い
て

長
崎
県
立
ろ
う
学
校
佐
世
保
分
校

☎
０
９
５
６
‐
46
‐
０
８
８
１

問
・
申

長
崎
県
立
ろ
う
学
校
佐
世
保
分
校

第
二
回
学
校
公
開
の
お
知
ら
せ

や
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